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NEXT STAGEを目指した発展

学長　
八木 紀一郎
Yagi Kiichiro

に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。他
方
、多
様
な
食
文
化
が
世
界
に

広
ま
っ
た
こ
と
で
、私
た
ち
の
人
生
が
ど
れ
ほ
ど「
美
味
し
い
」

「
豊
か
な
」も
の
に
な
っ
た
か
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

世
界
に
お
け
る
農
産
物
と
関
連
知
識
・
文
化
の
流
通
は

人
類
の
福
祉
を
支
え
、農
業
生
産
、食
品
関
連
の
加
工
業
・

流
通
業
、そ
し
て
食
文
化
と
と
も
に
育
つ
飲
食
業
の
ビ
ジ
ネ
ス

と
結
び
付
き
ま
す
。構
想
中
の
農
学
部
で
は
こ
れ
ら
の
全
て
が

学
べ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、新
し
い
可
能
性
、新
し
い
ス
タ

イ
ル
を
持
っ
た
農
学
部
を
目
指
し
ま
す
。

　

新
学
部
創
設
に
向
け
た
事
業
で
は
、既
存
学
部
の
学
生
も

そ
れ
か
ら
学
べ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。理
工
・

外
国
語
・
経
営
・
薬
・
法
・
経
済
・
看
護
の
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
が

農
学
部
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
く
こ
と
で
、新
し
い
夢
が

拡
が
っ
て
い
き
ま
す
。ま
た
、来
年
度
に
は
寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス

の
整
備
計
画
も
動
き
出
し
ま
す
。そ
し
て
新
し
い
社
会
を

生
み
出
す
た
め
の
新
し
い
文
系
学
部
も
実
現
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

S
m
a
r
t 

a
n
d  

H
u
m
a
n 

を
実
現
し
、摂
南
大
学

の
N
E
X
T 

S
T
A
G
E
へ
の
飛
躍
に
向
け
て
、今
後
と
も

ご
協
力
と
ご
参
加
を
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
井
前
学
長
の
時
に
、

本
学
は
大
学
の
タ
グ
ラ
イ
ン

に 

S
m
a
r
t 

a
n
d 

H
u
m
a
n
と
い
う
標
語

を
採
用
し
ま
し
た
。そ
れ

は
、知
性
と
人
間
性
を
備

え
た
人
格
を
育
成
し
、困

難
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
現
代
社
会
に
貢
献
す
る
と
い

う
決
意
を
示
し
ま
す
。人
類
の
蓄
積
し
て
き
た
科
学
の
上
に

立
つ
総
合
大
学
に
ふ
さ
わ
し
い
使
命
で
す
。

　

そ
れ
を
よ
り
広
範
に
、ま
た
、よ
り
深
く
実
現
す
る
た
め
に
、

大
学
の
カ
バ
ー
す
る
領
域
の
幅
を
拡
げ
、理
系
、文
系
の
そ
れ

ぞ
れ
1
学
部
を
増
設
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。大
学
創
立

50
年
に
あ
た
る
2
0
2
5
年
に
2
つ
の
学
部
を
完
成
さ
せ
、

収
容
定
員
1
万
人
規
模
の
よ
り
存
在
感
の
あ
る
大
学
を
目
指
し

ま
す
。つ
ま
り
、摂
南
大
学
の
N
E
X
T 

S
T
A
G
E
で
す
。

　

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、2
0
2
0
年
春
、枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
に

農
学
部
を
開
設
す
る
準
備
に
入
り
ま
し
た
。農
と
いっ
て
も

広
い
意
味
で
、ま
た
新
し
い
意
味
で
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。現
代
社
会
で
の
農
業
は
、食
料
を

生
産
す
る
だ
け
で
な
く
、地
域
に
お
け
る
自
然
環
境
を
保
全

し
、都
市
生
活
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
分
野
で
す
。生
き
た
自
然

か
ら
資
源
を
得
る
第
１
次
産
業
だ
け
で
な
く
、さ
ま
ざ
ま
な

製
品
に
加
工
す
る
第
２
次
産
業
、そ
し
て
流
通
と
サ
ー
ビ
ス
に

よ
っ
て
人
々
の
生
活
を
支
え
る
第
３
次
産
業
を
含
み
ま
す
。

そ
れ
を
足
し
合
わ
せ
て
６
次
産
業
と
よ
ば
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
農
業
関
連
の
活
動
分
野
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
ご
と
に

全
世
界
に
拡
が
っ
て
い
ま
す
。農
産
物
の
輸
出
入
は
ワ
ー
ル
ド

ワ
イ
ド
で
、ど
の
国
も
そ
の
基
礎
に
な
る
最
新
の
科
学
的
研
究

学
長
挨
拶

カリヨンベル（寝屋川キャンパス）
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大学学歌や四季に応じた美しいメロディを奏で、優しく
学生たちを包み込むカリヨンベル。学生一人ひとりの個性
を表現したベルを支える3本のシンボルツリーは、天に伸び
ゆく学生の姿をそれぞれイメージしています。

Setsunan
  University
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    ２０２０年４月
枚方キャンパスに「農学部」設置を構想中

2025年に開学50周年の節目を迎える本学は、
関西の総合大学として確固たる地位を確立するという将来構想に基づき、教育改革やキャンパス整備計画に

取り組んでいるところです。このたび改革の大きな柱である新学部「農学部」を2020年4月、
枚方キャンパスに設置する構想がまとまりました。

農業生産学科 応用生物科学科 食農ビジネス学科食品栄養学科
（管理栄養士養成課程）

80人 90人80人80人

農作物の生産とその問題点の
解決策、ならびに省力、高収量、
高品質生産を可能にする新たな
農業・先端的農業を学修

植物や微生物に関する基礎
的知識をはじめとして、発酵、
遺伝子操作、情報処理などの
先端的な知識・技術を学修

地域社会の健康、医療、食育など
に貢献できる「農」の幅広い知識
を持った管理栄養士を目指し、
臨床栄養、栄養教育、給食管理、
公衆栄養などを学修

農産物および食品の生産・流通・
消費などについて、国内のみな
らずグローバルな視点に立って、
経済や経営、マーケティングなど
の面から学修

枚方キャンパス

農学部の概要（設置構想中／2017年9月現在）

　農学部は農作物の生産、食品加工、食育、食農ビジネスの基礎および学科ごとの専門分野について学修します。さらに、地域

社会と連携し、生活の質向上や健康社会の実現への展開を含めた学修も積極的に取り入れます。

　構想中の設置学科名や学修内容などは次表のとおりです。

現在、地域や企業、医療機関との連携を図りながら設置計画

の詳細をまとめており、設置予定地の枚方キャンパスに

おいて、既存の薬学部、看護学部とともに、ライフサイエンス

の教育・研究ゾーンを構築する計画です。

摂南大学広報誌  さやけき  No.7

設置学科名／学修内容／入学定員

学科名

入学定員

学修内容

大阪府下で唯一の
私大「農学部」

関西地区の主要私立大学で農学部を設置するの

は、近畿大、龍谷大に次いで3番目。大阪府下では

唯一の農学部となります。大阪で新しい農学を学
びたいというニーズに応えていきます。

校舎建設

予定地

（注）2019年3月設置認可申請予定。上表は予定であり変更になる場合があります。



学生インタビュー

04摂南大学広報誌  さやけき  No.7

キャプテン 淺田 龍太さん（法律学科4年）
　今年は例年以上に厳しい練習をしていますし、セブンズ（7人制ラグ
ビー）の代表選手もメンバーにいます。初戦の京産大は強敵ですが、これ
までの対戦でも自分たちのラグビーができているので自信はあります。

ラグビー部
(関西大学ラグビーAリーグ)

【部員数…123人(男子118・女子5)】

アーチェリー部

【部員数…32人(男子26・女子6)】

大学選手権出場を
目指し、
今季リーグスタート！

クラブ活動紹介！

c l u b  a c t i v i t i e s

関西学生リーグ
1部に昇格！

主務 中村 綾美さん（経営情報学科3年）
　32人中29人が大学から始めた初心者でした。経験者
は3人だけです。部内は同期、上下の関係がすごくいい
です。でも練習中の切り替えはしっかりやります。学年
関係なく競い合い、教え合い、そして悩みがあれば相談
し合う。今年5月の関西学生アーチェリーリーグ戦女子
2部で優勝し、入替戦に勝利したので念願の1部に昇格
しました。女子部員はリーグ戦出場の最低人数しかいな

くて他のメンバーに迷惑をかけないよう、
雰囲気作りや体調管理にも
気をつけて臨みました。1部校
はレベルが桁違いですが、
個々の力とチームとしての団結
力を高めて取り組んでいきたい
と考えています。

9月30日(土) 14:00 　摂南大学　VS　京都産業大学　　鶴見緑地

10月 8日(日) 12:00 　摂南大学　VS　近畿大学 　　　宝が池

10月15日(日) 14:00 　摂南大学　VS　天理大学 　　　鶴見緑地

10月28日(土) 14:00 　摂南大学　VS　同志社大学 　　　宝が池

11月 4日(土) 12:00 　摂南大学　VS　関西学院大学　   神戸ユニバー

11月19日(日) 12:00 　摂南大学　VS　立命館大学 　　　皇子山

11月26日(日) 12:00 　摂南大学　VS　関西大学 　　　ヤンマーフィールド

今季
リーグ戦
日程

摂南大学には、
体育会系30、文化会系23、枚方支部10、祭典系4の
クラブ活動団体があります。
仲間とともにクラブ活動に取り組みながら
大学生活を送る皆さんに話を聞きました。
（部員数は5月8日現在）

ナイカブラ ジョネさん（法律学科4年）
　目標は関西で優勝して大学選手権に出場することです。日本代表と
して経験したこと、学んだスキルをチーム内で生かして頑張ります！
ぜひ応援に来てください！

日程 　　　時間 　　対戦カード 　　　　　　会場
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森岡 修一さん（薬学科5年）
　実験や実習が多く、皆が集まってから練習できる時間
が限られているので、どうすれば効率よくできるかを考え
ながら活動しています。部員もマネージャーも仲が良く、
合宿や花見など年何回かのイベントも楽しくやって
います。私はピッチャーで医歯薬リーグのベストナインに
選ばれましたが、ほかの守備の好プレーやマネージャー

のサポートのおかげで受賞できたの
だと、感謝の気持ちでいっぱいです。
今後はクラブとしては1部リーグで
優勝、関西大会で1勝したいです。
個人としては優勝に貢献して、結果と
してまたベストナインが取れれば
嬉しいです。それから部員大募集中
です！お待ちしています！

準硬式野球部枚方支部

【部員数…40人(男子29・女子11)】

医歯薬1部リーグで
ベストナインに選抜！
部員大募集中です！！

染川 裕介さん（法律学科3年）
　稽古では厳しく、日常では仲良くというのが剣道部の特長です。
そして一人ひとりの個性を大切にしています。今回個人戦で出場し
た全国大会で、予選とは異なるハイレベルなステージで勝ち抜く難し
さを知りました。今後さらに切磋琢磨しながら団体戦での出場も目指
したいです。

中井 優里花さん（外国語学科3年）
　全国大会はいろんな意味で緊張しました。そんな中でも自分の長所
である「粘り」の剣道はできたと思います。2回戦で敗退しましたが、よく
相手を見ることができたので満足しています。来年に向けて個人の
課題に取り組み、またチームの目標を立てて互いに高め合い、団体戦
で男女とも全国大会に出場できるようしっかり練習していきます。

副キャプテン 坂本 風香さん（看護学科3年）
　雰囲気の良さ、賑やかさが女バスの自慢です。先輩
後輩の仲が良いことで、お互いに遠慮することなく
プレーができ、個人の持っている力が最大限発揮され、
それがチームとしても大きな力になっていきます。それ
から部活だけでなく、勉強もおろそかにしないことを
大切にしています。定期試験の1カ月前から部活は休み
に入り、勉強に集中できる環境になります。先輩から
試験や授業、実習の対策などを聞いてそれぞれが
頑張っています。今は選手の人数を増やすことと、春に
続いて夏の大会でも優勝することが目標です。

バスケットボール部枚方支部

【部員数…65人(男子31・女子34)】

剣道部

【部員数…31人(男子25・女子6)】

男女そろって
全国大会に出場！
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関西薬学生
バスケットボール大会優勝！ 
勉強との両立を大切に

kendo baseballarchery rugby basketball



新入生を代表して
青山友香さん（看護学科）が力強く宣誓

歓迎のあいさつをする

八木学長

会場が一体となった
在学生ダンスパフォーマンス

大阪城ホール
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ラグビー部の迫力ある
「ＨＡＫＡ（ハカ）」

新入生が投稿した目標を
映し出した会場スクリーン

2
0
1
7
年
度
入
学
宣
誓
式

在
学
生
５
０
０
人
が

新
入
生
歓
迎
の
パ
フ
�
�
マ
ン
ス
を
披
露

在学生から新入生一人ひとりに
メッセージカードとガーベラを贈呈

喜びの記念撮影

　
4
月
5
日
、大
阪
城
ホ
ー
ル
で
2
0
1
7
年
度

入
学
宣
誓
式
を
挙
行
し
、大
学
院
生
38
人
、学
部
生

1
9
5
2
人
、計
1
9
9
0
人
の
新
入
生
が
本
学

で
の
学
生
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
八
木
学
長
は「
本
学
は『
S
m
a
r
t 

a
n
d 

H
u
m
a
n
』を
タ
グ
ラ
イ
ン
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

S
m
a
r
t
は
、人
類
の
探
求
の
成
果
で
あ
る
知
識

や
科
学
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
を
生
か
す
こ
と
。

H
u
m
a
n
は
、人
間
性
あ
る
心
を
持
つ
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
両
立
さ
せ
、専
門
職
業
人
と
し
て
自
ら
の
、

そ
し
て
社
会
の
人
々
の
人
生
や
暮
ら
し
な
ど
の

質
を
高
め
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
に
成
長
し
て

く
だ
さ
い
」と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
入
学
宣
誓
式
で
は
、本
学
初
の
試
み
と

し
て
若
手
職
員
に
よ
る
入
学
宣
誓
式
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。新
入
生
が
入
学
時
か
ら

夢
や
目
標
を
持
っ
て
、人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
な
が
ら
大
学
生
活
が
送
れ
る
よ
う
願
い
を

込
め
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
企
画
。S
N
S
で
投
稿
し
た

自
身
の
目
標
が
会
場
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ

れ
る「
わ
た
し
宣
誓
式
」、映
像
と
会
場
を
融
合

し
た
在
学
生
の
ダ
ン
ス
、直
筆
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き

の
ガ
ー
ベ
ラ
の
贈
呈
な
ど
、会
場
が
一
体
と
な
る

歓
迎
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
式
終
了
後
は
、会
場
ア
リ
ー
ナ
に
設
置
さ
れ
た

特
設
ボ
ー
ド
前
で
新
入
生
ら
が
喜
び
の
表
情
で

記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。新
入
生
の
皆
さ
ん
、

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

お話をいただいた時

は嬉しさとともに、

その規模の大きさに

プレッシャーも感じ

ていました。でも練習

を重ねていく中で少し

ずつ形になっていく

ところを見て自信も

出てきました。正直

なところ、本番前日

まで不安が消えること

はありませんでした

が、いざ舞台に立つ

ととても楽しくて、

集まった各クラブの

有志と一体になって、

心の底から新入生の

皆さんを歓迎すること

ができました。

　　　　　   

ダンスパフォーマンスを率いた

塚本　翔さん

ダンスサークルPEP JOY CR
EW部長

（経済学科3年 )



摂
南
大
学
の
特
色
あ
る
取
り
組
み

目
指
し
ま
す
。

　

本
学
で
は
、こ
の
よ
う
な
学
生
た
ち
の
主
体
的

な
学
修
を
促
進
し
、成
長
を
支
援
す
る
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
、学
生
と
ゆ
ら
の
助
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
！
ぜ
ひ
、応
援
し
て
く
だ
さ
い
！

交  
流
事
業
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●
●
●
●

和
歌
山
県
由
良
町
か
ら

　﹁
ゆ
ら
の
助
﹂が

事
務
職
員
と
し
て
出
向

目
指
せ
！
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
優
勝
！

　

2
0
1
4
年
10
月
8
日
に
摂
南
大
学
と
和
歌
山
県

由
良
町
は
、和
歌
山
県「
大
学
の
ふ
る
さ
と
」協
定

を
締
結
し
、こ
れ
ま
で
に
も
地
域
活
性
化
の
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、由
良
町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ「
ゆ
ら
の
助
」

が
、本
学
の
事
務
職
員
と
し
て
由
良
町
役
場
か
ら

出
向
し
て
き
ま
し
た
。7
月
12
日
に
は
辞
令
交
付
式

が
あ
り
、2
0
1
8
年
3
月
末
ま
で
の
期
間
、本
学

の
研
究
支
援
・
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
へ
配
属
が
命
じ

ら
れ
ま
し
た
。出
向
期
間
中
は
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
や
学
園
祭
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、

S
N
S
な
ど
を
利
用
し
て
由
良
町
の
P
R
活
動
を

展
開
し
ま
す
。

　

実
は
こ
の
取
り
組
み
、本
学
の
P
B
L
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト（
課
題
解
決
型
学
習
）の
一
つ
で
あ
る「
和
歌
山

県
由
良
町
に
お
け
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」に
よ
る
も
の
で
、「
ゆ
ら
の
助
を
ゆ
る
キ
ャ
ラ

グ
ラ
ン
プ
リ
で
優
勝
さ
せ
る
大
作
戦
」の
一
環
と

し
て
、学
生
が
発
想
し
実
現
さ
せ
ま
し
た
。プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、急
速
な
過
疎
化
が
課
題
の

由
良
町
の
知
名
度
向
上
に
貢
献
し
、課
題
解
決
を

　

7
月
19
日
、本
学
学
生
が
海
外
で
学
ぶ「
夏
期

海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
海
外
の
学
生
が
本
学
で

学
ぶ「
日
本
語
・
日
本
文
化
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の

各
種
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
夏
、23
人
の
学
生（
1
年
間
の
台
湾
交
換

留
学
1
人
、カ
ナ
ダ
語
学
研
修
8
人
、韓
国
文
化

体
験
７
人
、タ
イ
文
化
体
験
７
人
）が
海
外
に
出
発

す
る
に
あ
た
り
、八
木
学
長
ほ
か
教
職
員
が
列
席

し
て
結
団
式
を
行
い
ま
し
た
。八
木
学
長
は
、「
中
世

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
大
学
が
で
き
た
時
か
ら
、学
生
は

国
境
を
越
え
て
学
ぶ
権
利
を
持
っ
て
い
る
し
、ぜ
ひ

行
使
す
べ
き
だ
。若
い
う
ち
に
多
く
の
体
験
を
積
ん

で
、世
界
の
一
員
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
躍
を

し
て
ほ
し
い
」と
学
生
た
ち
を
激
励
し
ま
し
た
。

学
生
も
一
人
ひ
と
り
決
意
表
明
を
述
べ
、「
外
国
の

方
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、

語
学
だ
け
で
な
く
文
化
に
も
触
れ
、学
び
の
成
果

を
あ
げ
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

海
外
の
学
生
た
ち
が
本
学
で
学
ぶ「
日
本
語
・

日
本
文
化
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
は
、12
人
の

外
国
人
学
生（
中
国
4
人
、台
湾
2
人
、韓
国
5
人
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
1
人
）と
中
国
人
教
員
1
人
が
参
加

し
ま
し
た
。外
国
人
学
生
は
、海
外
に
出
発
す
る

本
学
学
生
と
の
合
同
懇
親
会
に
お
い
て
、そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
国
際
交
流
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た

様
子
で
、海
外
留
学
か
ら
一
時
帰
国
中
の
本
学

学
生
、留
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
の
学
生
と
も
交
わ
り
、

初
夏
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
よ
う
で
す
。

地

域

交

流

Exchange Program

由良町のゆるキャラ「ゆらの助」
由良町の特産品「ゆら早生みかん」の妖精で、興国寺

の大天狗に憧れ、日々修行している「ゆらの助」。修業

の場を、由良町から摂南大学 寝屋川キャンパスに移

して、由良町のブランド力向上のため頑張ります。

合同懇親会で
国際交流の
第一歩を
踏み出した
学生たち

 ゆるキャラ®グランプリ2017
投票開始：2017年8月1日（火）
投票終了：2017年11月10日（金）

http://www.yurugp.jp/
投票にご協力をお願いします！

環  

境
保
全

　︻
Ｃ
Ｃ
Ｓ
︼

ゴ
�
ヤ
カ
�
テ
ン

今
年
も
育
て
ま
す
！

　

学
内
の
環
境
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
る
Ｃ
Ｃ
Ｓ（
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ク
リ
ー

ン
・
サ
ポ
ー
タ
ー
）が
昨
年
に
続
い
て

ゴ
ー
ヤ
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
作
り

に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。遮
光
効
果
を

検
証
し
て
2.
8
℃
の
温
度
差（
最
高

値
）を
観
測
し
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

効
果
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
昨
年
よ
り
も
範
囲
を
広
げ
て
育
て
て

お
り
、更
な
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

昨
年
収
穫
し
た
ゴ
ー
ヤ
か
ら
種
を
採
取
し
、春
先
に

種
を
発
芽
さ
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。６
月
中
旬
に
は
、ど
ん
ど
ん
つ
ぼ
み
が
で
き

て
花
が
咲
き
、緑
の
カ
ー
テ
ン
に
か
わ
い
い
黄
色
の

模
様
を
つ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。７
月
中
旬
に

な
る
と
ネ
ッ
ト
最
上
部
ま
で
届
き
、ゴ
ー
ヤ
も
立
派

に
育
っ
て
い
ま
す
。

立派なゴーヤが
できました

Environmental Protection

●
●
●
●

飛
び
立
て
世
界
へ

そ
し
て
世
界
か
ら
よ
う
こ
そ

夏
期
海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

日
本
語・日
本
文
化
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

国
際
交
流
進
む

　

年
を
追
う
ご
と
に
海
外
派
遣
や
受
け
入
れ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
て
き
た
摂
南
大
学
。夏
期
の

さ
ま
ざ
ま
な
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
多
く
の
学
生

が
参
加
し
て
、国
際
的
な
視
野
を
広
げ
て
い
ま
す
。

国

際

交

流

7月11日撮影



Student Life

学  

生
生
活

新
入
生
ふ
れ
あ
い
キ
�
ン
プ
を

実
施
し
ま
し
た
！

　

宇
治
市
総
合
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー「
ア
ク
ト
パ
ル

宇
治
」で
新
入
生
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま

し
た
。こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
1
泊
2
日
で
行
う
新
学
期

恒
例
行
事
で
、入
学
後
間
も
な
い
新
入
生
が
、他
者

と
の
信
頼
関
係
を
深
め
、成
熟
し
た
人
間
関
係
を

構
築
で
き
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。

　

企
画
か
ら
運
営
ま
で
の
ほ
ぼ
全
て
を
文
化
系

ク
ラ
ブ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
ズ
の
学
生
が

担
当
す
る
と
い
う
他
大
学
で
は
あ
ま
り
例
の
な
い

行
事
で
、学
生
ス
タ
ッ
フ
は
6
カ
月
も
の
時
間
を

費
や
し
準
備
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
緊
張
気
味
の
新
入
生
た
ち
も
、さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
通
じ
て
徐
々
に
打
ち
解
け
合
う
姿
が

見
ら
れ
、大
変
有
意
義
な
キ
ャ
ン
プ
と
な
り
ま
し
た
。
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最後は先輩も
新入生も
一緒に盛り上がり
ました！

交流戦
参加者
大集合！

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。医
療
系
大
学
の
特
徴
を
活
か
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、医
療
に
対
し
て
驚
き
や
発
見

を
提
供
で
き
る
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆ 

ご
来
場
に
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

◆

就
職
状
況
・
活
動

　

今
年
度
の
就
職
活
動
、い
わ
ゆ
る
就
カ
ツ
は
3
月

に
説
明
会
が
解
禁
さ
れ
、選
考
は
6
月
か
ら
開
始

さ
れ
ま
し
た
。選
考
開
始
時
期
は
昨
年
度
と
変
わ

り
ま
せ
ん
が
、早
期
に
内
々
定
を
も
ら
う
学
生
は

増
え
て
お
り
、9
月
1
日
現
在
、本
学
の
内
定
率
は

72
％
。文
系
は
66
％
超
、理
系
は
81
％
程
度
で
、同

時
点
比
較
で
5
ポ
イ
ン
ト
高
く
、企
業
の
旺
盛
な

採
用
意
欲
を
背
景
に
高
水
準
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

昨
年
同
様
、夏
休
み
中
も
企
業
の
募
集
・
選
考
活
動

は
続
け
ら
れ
、11
月
頃
に
は
80
％
を
超
え
る
学
生

が
就
カ
ツ
を
終
え
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

未
内
定
学
生
の
支
援
は
？

-
 

行
事
と
個
別
面
談
で
強
力
サ
ポ
ー
ト -

 

　

就
職
部
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
就
職

未
内
定
に
な
っ
て
い
る
学
生
に
つ
い
て
も
支
援
を

続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、ご
安
心
く
だ
さ
い
。た
だ

時
期
的
な
こ
と
を
考
え
る
と
早
々
に
ご
相
談
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
の
が
就
職
部
の
願
い
で
す
。今
後

予
定
し
て
い
る
行
事
は
次
頁
の
と
お
り
で
、並
行

し
て
個
別
面
談
を
進
め
、学
生
自
身
の
就
カ
ツ
で
の

ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り
ま
す
。本
学
に
対
す
る

求
人
企
業
数
は
1
万
5
千
社
を
超
え
ま
す
が
、

仕
事
内
容
、勤
務
地
な
ど
の
希
望
条
件
が
多
い

場
合
は
受
験
企
業
が
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

未
内
定
の
皆
さ
ん
に
は
で
き
る
だ
け
早
く
対
応
を

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

学
園
祭

い
よ
い
よ
開
催
！

　

学
生
が
主
催
す
る
年
に
一
度
の
ビ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
、

摂
大
祭（
寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）、摂
友
祭（
枚
方

キ
ャ
ン
パ
ス
）が
開
催
さ
れ
ま
す
。ア
ー
テ
ィ
ス
ト

ラ
イ
ブ
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
企
画
を
は
じ
め
、模
擬
店

や
地
域
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
企
画

が
満
載
で
す
！

　

ご
家
族
や
ご
友
人
と
の
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

常
翔
学
園
３
大
学

課
外
活
動
団
体
交
流
戦

　

7
月
1
日
と
2
日
、本
学
寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス
等

で
恒
例
の「
常
翔
学
園
3
大
学
体
育
会
課
外
活
動

団
体
交
流
戦
」を
開
催
し
、2
日
間
で
51
団
体(

大
阪

工
業
大
学
29
・
摂
南
大
学
16
・
広
島
国
際
大
学
6
）、

延
べ
1
8
1
6
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

1
日
に
開
会
式
と
懇
親
会
等
、2
日
に
は
試
合

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
3
大
学
の
学
生
が
交
流
を
深
め

ま
し
た
。各
大
学
の
体
育
会
本
部
長
が
交
流
戦
に

対
す
る
意
気
込
み
や
日
頃
の
活
動
報
告
を
行
い
、

大
阪
工
業
大
学
の
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
部
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
應
援
團
の
エ
ー
ル
で
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

交
流
戦
で
は
、日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る

激
し
い
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。合
同

練
習
を
実
施
す
る
競
技
も
あ
り
、3
大
学
の
団
体

が
各
々
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。全
団
体
が
参
加

す
る
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
で
は
大
学
対
抗
リ
レ
ー
を

行
い
、優
勝
し
た
大
阪
工
業
大
学
に
は
ト
ロ
フ
ィ
ー

が
授
与
さ
れ
る
な
ど
、充
実
し
た
2
日
間
で
し
た
。

　

11
月
18
日
と
19
日
に
は
文
化
会
の
3
大
学
交
流

会
を
控
え
て
お
り
、体
育
会
と
は
一
味
違
っ
た
各
大
学

文
化
会
ク
ラ
ブ
の
交
流
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
も
学
園
3
大
学
間
の
交
流
行
事
を
通
じ
て

学
生
同
士
の
絆
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

“

就
カ
ツ”

の
状
況 -

内
定
率
は「
高
水
準
」に-

第
43
回
摂
大
祭

テ
ー
マ「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」

10
月
7
日（
土
）〜
9
日（
月
・
祝
）

in 

寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス

　

こ
の
テ
ー
マ
に
は
摂
大
祭
を
通
じ
て
得
ら
れ
る

経
験
を
糧
に
、将
来
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
こ
と

や
な
り
た
い
職
業
に
向
け
て
、自
ら
積
極
的
に

一
歩
踏
み
出
し
、摂
大
祭
を
一
つ
の
通
過
点
に
し
て

次
に
進
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、全
来
場
者

の
方
と
一
緒
に
楽
し
め
る
学
園
祭
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

第
6
回
摂
友
祭

テ
ー
マ「
摂
友
6（
R
O
C
K
）F
E
S
」

10
月
8
日（
日
）

in 

枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス

　

今
年
は
摂
友
祭
が

6
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

「
6
」と「
R
O
C
K
」を
掛
け
て

6
周
年
を
表
し
ま
し
た
。摂
友
祭
全
体
を
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ス
の
会
場
に
見
立
て
、摂
友
祭
に
参
加
し
て
く

だ
さ
る
方
々
や
実
行
委
員
を
出
演
者
と
し
て
捉

え
、来
場
者
、学
園
祭
ス
タ
ッ
フ
も
共
に
楽
し
ん
で

躍
動
感
の
あ
る
摂
友
祭
を
作
り
上
げ
、大
学
と
地
域



09 摂南大学広報誌  さやけき  No.7

副
専
攻
課
程
配
当
科
目

　
﹁
地
域
と
私
﹂の
ご
紹
介

　

本
学
で
は
2
0
1
6
年
度
か
ら
、多
角
的
な

視
点
で
地
域
の
状
況
を
分
析
し
た
上
で
課
題
を

発
見
し
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き

る
知
的
専
門
職
業
人
を
育
成
す
る
た
め
、「
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
副
専
攻
課
程
」を
設
置

し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
学
部
・
学
科
に
所
属

す
る
学
生
が
一
緒
に
な
っ
て
、地
域
を
舞
台
に
学
び

ま
す
。
総
合
大
学
な
ら
で
は
の
幅
広
い
知
識
・

技
能
・
態
度
を
学
修
で
き
る
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
コ
ア
科
目
」と
し
て
、1
年
次
前
期
に「
地
域
と
私
」

と
い
う
授
業
を
開
講
し
て
い
ま
す
。副
専
攻
課
程
の

導
入
科
目
に
位
置
付
け
て
お
り
、地
域
の
課
題
を

発
見
し
、解
決
策
を
提
案
し
た
り
、グ
ル
ー
プ
活
動

を
通
し
て
相
互
理
解
を
図
っ
た
り
、自
分
の
役
割
を

理
解
し
な
が
ら
行
動
す
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。

　

本
科
目
は
、4
月
15
日
・
16
日
の
2
日
間
を
通
し
た

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム「
自
己
の
探
求
」か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。履
修
者
１
０
０
人
は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

通
し
て
、今
後
活
動
し
て
い
く
グ
ル
ー
プ
を
決
め

ま
し
た
。さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し

て
、今
の
自
分
を
客
観
的
に
見
つ
め
直
す
と
と
も

に
、他
者
と
協
力
し
て
成
果
を
出
す
こ
と
の
難
し
さ

や
楽
し
さ
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

6
月
17
日
に
は
、本
学
と「
大
学
の
ふ
る
さ
と
」

協
定
を
結
ん
で
い
る
和
歌
山
県
由
良
町
に
出
向
き
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。履
修
者

1
0
0
人
は「
地
域
経
済
・
経
営
」「
地
域
政
策
・

文
化
」「
地
域
環
境
・
防
災
」「
地
域
医
療
」の
4
つ
の

領
域
に
分
か
れ
、同
町
の
観
光
名
所
の
視
察
や

地
域
住
民
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

7
月
15
日
に
は
総
ま
と
め
と
し
て
成
果
発
表
会

を
実
施
し
ま
し
た
。こ
の
科
目
を
通
し
て
学
ん
だ

こ
と
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

し
て
く
れ
ま
し
た
。「
人
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観

が
あ
り
、た
く
さ
ん
の
意
見
を
聴
く
こ
と
で
新
た

な
発
見
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
」「
仲
間
と
協
力
し
、

物
事
を
成
し
遂

げ
る
こ
と
で
達

成
感
を
得
ら
れ

た
」な
ど
、学
生

は
た
く
さ
ん
の

気
づ
き
を
得
た

よ
う
で
す
。

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
副
専
攻
課
程
に

つ
い
て
は
W
e
b
サ
イ
ト
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.setsunan.ac.jp/social_innovation/

就
職
状
況
・
活
動

　

今
年
度
の
就
職
活
動
、い
わ
ゆ
る
就
カ
ツ
は
3
月

に
説
明
会
が
解
禁
さ
れ
、選
考
は
6
月
か
ら
開
始

さ
れ
ま
し
た
。選
考
開
始
時
期
は
昨
年
度
と
変
わ

り
ま
せ
ん
が
、早
期
に
内
々
定
を
も
ら
う
学
生
は

増
え
て
お
り
、9
月
1
日
現
在
、本
学
の
内
定
率
は

72
％
。文
系
は
66
％
超
、理
系
は
81
％
程
度
で
、同

時
点
比
較
で
5
ポ
イ
ン
ト
高
く
、企
業
の
旺
盛
な

採
用
意
欲
を
背
景
に
高
水
準
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

昨
年
同
様
、夏
休
み
中
も
企
業
の
募
集
・
選
考
活
動

は
続
け
ら
れ
、11
月
頃
に
は
80
％
を
超
え
る
学
生

が
就
カ
ツ
を
終
え
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

未
内
定
学
生
の
支
援
は
？

-
 

行
事
と
個
別
面
談
で
強
力
サ
ポ
ー
ト -

 

　

就
職
部
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
就
職

未
内
定
に
な
っ
て
い
る
学
生
に
つ
い
て
も
支
援
を

続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、ご
安
心
く
だ
さ
い
。た
だ

時
期
的
な
こ
と
を
考
え
る
と
早
々
に
ご
相
談
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
の
が
就
職
部
の
願
い
で
す
。今
後

予
定
し
て
い
る
行
事
は
次
頁
の
と
お
り
で
、並
行

し
て
個
別
面
談
を
進
め
、学
生
自
身
の
就
カ
ツ
で
の

ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り
ま
す
。本
学
に
対
す
る

求
人
企
業
数
は
1
万
5
千
社
を
超
え
ま
す
が
、

仕
事
内
容
、勤
務
地
な
ど
の
希
望
条
件
が
多
い

場
合
は
受
験
企
業
が
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

未
内
定
の
皆
さ
ん
に
は
で
き
る
だ
け
早
く
対
応
を

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

参加者からの
ブックレビュー

図
書
館

枚
方
分
館
で
は
読
書
ラ
リ
ー

『
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ａ（
ヨ
モ
カ
）』を
実
施
し
て
い
ま
す
！！

　

今
回
は
図
書
館
の
数
あ
る
活
動
の
中
で
、枚
方

分
館
限
定
で
実
施
し
て
い
る
読
書
ラ
リ
ー『
Ｙ
Ｏ

Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ａ（
ヨ
モ
カ
）』（
以
下「
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ａ
」と

い
う
）を
紹
介
し
ま
す
。

　

枚
方
分
館
で
は
図
書
館
の
有
効
活
用
と
所
蔵
資

料
を
利
用
し
て
読
書
習
慣
を
促
進
す
る
た
め
、

2
0
1
4
年
度
後
期
か
ら「
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ａ
」を

実
施
し
て
い
ま
す
。学
生
・
教
員
を
対
象
と
し
、

今
年
度
で
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

参
加
登
録
者
は
2
0
1
4
年
度
66
人
、

2
0
1
5
年
度
98
人
、2
0
1
6
年
度
1
0
8
人

個
別
面
談
／
随
時

就
職
部
に
て
実
施
中
。履
歴
書
・エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

の
作
成
、求
人
企
業
紹
介
。ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談
を
。

模
擬
面
接
／
随
時

就
職
部
に
て
実
施
中
。予
約
制
で
す
。　

個
別
説
明
会
／
７
月
以
後

企
業
単
独
の
学
内
説
明
会
実
施
中
。（
一
次
選
考
を

兼
ね
る
企
業
も
あ
り
）

就
活
面
談
会
／
10
月
以
降

企
業
と
学
生
の
立
ち
会
い
面
談
会
。文
系
学
生
中
心

に
実
施
予
定
。

本
当
の“

就
カ
ツ”

は
こ
れ
か
ら
？

　

厚
生
労
働
省
調
べ
で
は
新
卒
の
就
職
者
の
3
割

以
上
が
3
年
以
内
に
離
職
と
い
う
状
況
が
定
着

し
て
い
ま
す
。長
時
間
労
働
や
職
務
内
容
の
不
一
致

な
ど
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。そ
れ
ゆ
え
”第
二

新
卒”

と
い
っ
た
既
卒
採
用
の
市
場
も
活
性
化
し

始
め
ま
し
た
。今
後
は
就
活
を
一
過
性
の
こ
と
と

し
て
で
は
な
く「
働
き
始
め
る
準
備
を
す
る
期
間
」

と
捉
え
ま
し
ょ
う
。就
活
を
通
じ
て
学
生
の
皆
さ
ん

は「
自
分
が
す
べ
き
こ
と
」も
少
な
か
ら
ず
気
づ
か

れ
た
と
思
い
ま
す
。卒
業
研
究
を
中
心
に
忙
し
い
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、学
生
生
活
の
総
仕
上
げ
に
も

ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、来
年
度
の
就
活
生
の
皆
さ
ん
に
は
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
参
加
を
は
じ
め
、「
自
分
が
準
備

す
べ
き
こ
と
」を
で
き
る
限
り
早
期
か
ら
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。経
済
・
社
会
環
境
の

目
ま
ぐ
る
し
い
変
化
が
今
後
も
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

就
職
部
で
は
こ
う
し
た
皆
さ
ん
の
身
近
に
い
て

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、行
事
へ
の
参
加

や
個
別
面
談
で

の
来
室
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

学内
合同企業
説明会の
様子

と
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。今
年
度
は
募
集
中

で
す
が
7
月
現
在
で
79
人
の
登
録
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ａ
」は
登
録
制
な
の
で
自
由
に

参
加
で
き
、登
録
時
に
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
配
付

し
ま
す
。貸
出
図
書
の
返
却
時
や
図
書
を
紹
介
す
る

ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
提
出
す
る
た
び
に
ポ
イ

ン
ト
が
集
ま
り
ま
す
。参
加
登
録
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ

に
応
じ
た
ポ
イ
ン
ト
分
の
ス
タ
ン
プ
を
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
の
裏
に
押
印
す
る
の
で
、ポ
イ
ン
ト
を
貯
め

る
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。ポ
イ
ン
ト
が
規
定
数
に

達
す
る
と
記
念
品
と
交
換
で
き
た
り
、貸
出
冊
数
の

増
加
な
ど
の
特
典
も
あ
り
ま
す
。「
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ａ
」

に
よ
り
養
わ
れ
た

能
力
が
教
育
に
生
か

さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　2017年3月卒業者の『実就職率ランキング』（大学通信調べ）が発表
されました。
　本学は、卒業者数1000人以上の大学において実就職率91.8％で
関西の主要私立総合大学の中では第1位となっています。
　本学のキャリア・就職支援の特長として、1年次から始まるキャリア
教育や学科の教員と就職部が連携した就職支援、寝屋川キャンパスの
キャリアコンサルタント常駐などが挙げられます。こうしたきめ細やかな
キャリア・就職支援体制が本学の就職率の高さにつながっています。
※実就職率（％）＝就職者数÷{卒業（修了）者数－大学院進学者数}×100

『実就職率ランキング』で
関西主要私立総合大学第1位！

グループ
発表の
様子

第
43
回
摂
大
祭

テ
ー
マ「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」

10
月
7
日（
土
）〜
9
日（
月
・
祝
）

in 

寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス

　

こ
の
テ
ー
マ
に
は
摂
大
祭
を
通
じ
て
得
ら
れ
る

経
験
を
糧
に
、将
来
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
こ
と

や
な
り
た
い
職
業
に
向
け
て
、自
ら
積
極
的
に

一
歩
踏
み
出
し
、摂
大
祭
を
一
つ
の
通
過
点
に
し
て

次
に
進
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、全
来
場
者

の
方
と
一
緒
に
楽
し
め
る
学
園
祭
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

第
6
回
摂
友
祭

テ
ー
マ「
摂
友
6（
R
O
C
K
）F
E
S
」

10
月
8
日（
日
）

in 

枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス

　

今
年
は
摂
友
祭
が

6
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

「
6
」と「
R
O
C
K
」を
掛
け
て

6
周
年
を
表
し
ま
し
た
。摂
友
祭
全
体
を
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ス
の
会
場
に
見
立
て
、摂
友
祭
に
参
加
し
て
く

だ
さ
る
方
々
や
実
行
委
員
を
出
演
者
と
し
て
捉

え
、来
場
者
、学
園
祭
ス
タ
ッ
フ
も
共
に
楽
し
ん
で

躍
動
感
の
あ
る
摂
友
祭
を
作
り
上
げ
、大
学
と
地
域



学部
Topics

Faculty of Foreign Studies

外
国
語
学
部

Faculty of Law

法
学
部

　

法
学
部
企
画
運
営
委
員
が

　

オ
�
プ
ン
キ
�
ン
パ
ス
に
協
力

　
法
学
部
に
は
学
生
自
ら
の
発
案
で
活
動
し
て

い
る「
法
学
部
企
画
運
営
委
員
会
」と
い
う
組
織
が

あ
り
、現
在
約
40
人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。新
入
生

の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
と
し
て
履
修
相
談

に
応
じ
た
り
、大
阪
府
警
、大
阪
地
方
検
察
庁
へ
の

見
学
ツ
ア
ー
、七
夕
ま
つ
り
、卒
業
パ
ー
テ
ィ
な
ど

を
毎
年
企
画
し
て
い
ま
す
。6
月
か
ら
9
月
に
行
わ

れ
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、延
べ
31
人
の

委
員
が
学
生
広
報
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協
力
し
、

「
ま
な
び
コ
ー
ナ
ー
」に
訪
れ
る
受
験
生
ら
に
、在
学

生
の
視
点
か
ら
大
学
生
活
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
し
た
。

2
年
次
後
期
か
ら
の
ゼ
ミ
選
択
を
考
え
る
後
輩
学

生
ら
に
対
し
、所
属
ゼ
ミ
の
活
動
内
容
を
熱
心
に

紹
介
し
、会
場
は
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
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七夕まつりコンテスト

表彰式で

新たに合格した 3人

各言語圏の

帰国者報告会の

様子

港町神戸の中華街にて

活気にあふれる

相談会場

　
留
学
帰
国
者
報
告
会
を
開
催

　
5
月
16
日
に
英
語
専
攻
の
21
人
、5
月
29
日
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
語
専
攻
の
4
人
、6
月

13
日
に
ス
ペ
イ
ン
語
専
攻
の
5
人
の
学
生
に
よ
る

留
学
帰
国
者
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。下
級
生
や

同
級
生
を
前
に
、留
学
生
活
で
の
苦
労
や
思
い
出
、

勉
学
の
成
果
に
つ
い
て
、専
攻
言
語
を
交
え
な
が
ら

発
表
し
ま
し
た
。

　
各
人
各
様
の
体
験
を
し
、そ
れ
ぞ
れ
に
成
長
し

た
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。彼
ら
が
留
学
で
手

に
し
て
き
た
貴
重
な「
も
の
」を
、今
後
ど
う
温
め

て
さ
ら
に
成
長
し
て
い
く
の
か
楽
し
み
で
す
。

オープンキャンパスで

各種相談に対応

　

法
学
部
生
に
よ
る

　

法
学
部
生
の
た
め
の

 

﹁
ゼ
ミ
選
択
相
談
会
﹂
を
実
施

　
法
学
部
の
ゼ
ミ
は
、2
年
次
後
期
か
ら
開
講

さ
れ
る「
専
門
演
習
Ⅰ
」を
機
に
、3
年
次
の「
専
門

演
習
Ⅱ
」、4
年
次
の「
卒
業
研
究
」に
至
る
ま
で

原
則
と
し
て
同
じ
教
員
が
担
当
し
、個
性
と
持
ち

味
を
活
か
し
た
少
人
数
教
育
・
研
究
指
導
を
進
め

ま
す
。必
修
科
目
で
あ
る
ゼ
ミ
は
、単
に
専
門
性
を

養
う
だ
け
で
は
な
く
、そ
こ
に
集
う
学
生
同
士
の

交
流
・
活
動
を
通
じ
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
育
み
、

自
ら
主
体
的
に
学
ぶ
意
欲
や
態
度
を
養
う
場
で
も

あ
り
、そ
の
成
果
を
大
学
生
活
の
い
ろ
ん
な
場
で

発
揮
し
て
い
ま
す
。

　
6
月
15
日
と
22
日
、法
学
部
生
に
よ
る
法
学
部

生
の
た
め
の
「
ゼ
ミ
選
択
相
談
会
」
を
ス
カ
イ

ラ
ウ
ン
ジ
で
実
施
し
ま

し
た
。初
め
て
の
企
画
に

も
か
か
わ
ら
ず
半
数

以
上
の
ゼ
ミ
か
ら
相
談

ブ
ー
ス
出
展
の
賛
同
が

あ
り
、
両
日
に
わ
た
り

延
べ
約
2
7
0
人
が
参
加

し
ま
し
た
。上
級
生
ら
は

　

英
語
プ
ロ
フ
�
�
シ
�
ナ
ル
コ
�
ス
か
ら

　

デ
�
ズ
ニ
�
へ

　
英
語
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
ス
の
第
一
期
生

の
大
橋
歩
実
さ
ん
、髙
岡
来
実
さ
ん（
と
も
に
3
年

生
）の
2
人
が
、厳
し
い
選
考
を
突
破
し
、2
0
1
7

年
8
月
か
ら
バ
レ
ン
シ
ア
国
際
カ
レ
ッ
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
通
称
：
デ
ィ
ズ
ニ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
）に
参
加
し
ま

す
。世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た
学
生
と
寮
で
ル
ー
ム

シ
ェ
ア
を
行
い
、多
様
な
人
種
の
人
た
ち
と
交
流
を

深
め
な
が
ら
、
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ワ
ー
ル
ド
で
世
界

最
高
と
い
わ
れ
る
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
精
神

を
直
に
学
び
ま
す
。

　

日
本
語
パ
�
ト
ナ
�
ズ
に

　

新
た
に
3
人
合
格

　
本
学
と
国
際
交
流
基
金
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
協
定
に
よ
る「
日
本
語
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」の

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
第
8
期
合
格
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
回
派
遣
さ
れ
る
の
は
、楠
本
礼
奈
さ
ん
、本
田

南
帆
さ
ん（
学
内
推
薦
）、西
田
健
吾
さ
ん（
一
般

応
募
）の
3
人
で
す
。3
人
は
2
0
1
7
年
8
月

に
国
際
交
流
基
金
関
西

セ
ン
タ
ー
で
約
1
ヵ
月
の

事
前
研
修
に
臨
み
、9
月

か
ら
2
0
1
8
年
3
月

ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
派
遣
先

で
活
躍
し
ま
す
。

　

学
生
参
加
の
イ
ベ
ン
ト

●
英
国
か
ら
俳
優
・
演
出
家
の

　
ベ
ン
・
ク
リ
ス
タ
ル
氏
を
迎
え
、

　
英
語
で
ド
ラ
マ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
を
開
催
し
ま
し
た
。（
4
月
27
日
）

●
英
国
か
ら
パ
ペ
ッ
ト
制
作
者
・

　
パ
ペ
ッ
ト
遣
い
の
ヘ
レ
ン
・
フ
ォ
ー

　
ン
氏
を
迎
え
、英
語
で
講
演
会
を

　
開
催
し
ま
し
た
。（
4
月
27
日
）

●
中
国
語
専
攻
の
1
年
次
生
が

　
中
国
と
縁
の
深
い
場
所
が
集
ま
る
神
戸
の
見
学
会
を
実
施
し
ま

　
し
た
。（
6
月
18
日
）

●
日
本
語
教
育
を
学
ぶ
学
生
と
、外
国
人
留
学
生
と
の
交
流
会「
ニ
ホ

　
ン
ゴ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。（
6
月
21
日
）

●
英
国
か
ら
音
声
学
者
で
ス
ピ
ー
チ
コ
ー
チ
の
ジ
ェ
フ・
リ
ン
ジ
ー
博
士
を

　
迎
え
、英
語
に
よ
る
音
声
学
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。（
7
月
1
日
）

厳しい選考を突破し、

ディズニープログラムに

参加する 2人



Faculty of Business Adm
inistration

経
営
学
部

Faculty of Econom
ics

経
済
学
部

　

摂
南
経
済

　

ゲ
ス
ト
レ
ク
チ
ヤ
�
を
開
講

　

�
外
国
の
大
使
や
企
業
ト
�
プ
等

　
　
　

多
彩
な
ゲ
ス
ト
を
招
く
�

　

実
地
に
近
い
教
育
を
行
う
と
い
う
経
済
学
部
の

コ
ン
セ
プ
ト
を
具
現
化
し
た
授
業
の
ひ
と
つ
に

「
摂
南
経
済
ゲ
ス
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
」が
あ
り
ま
す
。

社
会
の
各
方
面
で
活
躍
さ
れ
る
方
々
を
ゲ
ス
ト

講
師
と
し
て
迎
え
、
授
業
担
当
・
後
藤
教
授
の

ガ
イ
ド
の
も
と
、学
生
に
は
生
き
た
経
済
の
現
実

や
課
題
等
に
触
れ
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
6
人
の
ゲ
ス
ト
を
お
招
き
し
、豊
富

な
経
験
と
具
体
的
な
素
材
に
基
づ
い
て
国
際
、

地
域
、観
光
経
済
の
ト
ピ
ッ
ク
に
関
連
し
た
テ
ー
マ

で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
／
熊
本
県
大
阪
事
務
所
職
員
、駐
日
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
大
使
、

千
島
土
地
㈱
社
長
、横
浜
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
常
務
理
事
、

京
都
市
文
化
芸
術
政
策
監
・ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
館
長
、関
西
大
学

環
境
都
市
工
学
部
教
授

　

上
海
�
オ
�
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の

　

海
外
研
修
を
実
施

　

夏
期
休
業
中
に
上
海
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の

海
外
短
期
研
修（
国
際
経
済
実
践
演
習
授
業
）を

実
施
し
ま
し
た
。上
海
研
修（
7
日
間
）は
、資
生
堂

や
森
ビ
ル
な
ど
の
現
地
企
業
を
視
察
し
、日
本
人

ス
タ
ッ
フ
か
ら
中
国
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て

ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
像
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。ま
た
、中
国
人
学
生
と
チ
ー
ム
を

組
み
、ユ
ニ
ク
ロ
等
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

か
ら
、日
中
の
接
客
サ
ー
ビ
ス
や
価
値
観
の
違
い
に

つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。豪
州
研
修

（
16
日
間
）は
、ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
学
で
英
語

授
業
を
受
け
る
と
と
も
に
、日
系
企
業
お
よ
び

和
牛
農
家
訪
問
に
よ
り
国
際
貿
易
の
現
実
に
触
れ
、

経
済
学
部
生
と
し
て
必
要
な
知
識
・
英
語
力
の

向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

海
外
研
修
に
参
加
し
た
学
生
は
、異
国
で
の

交
流
を
通
じ
て
、こ
れ
か
ら
の
国
際
社
会
に
必
要

な
素
養
を
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
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「
大
学
発
の
商
品
へ
の
関
心
が
高
く
、本
学
で
作
ら

れ
て
い
る
他
の
商
品
に
も
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が

あ
り
そ
う
だ
」と
話
し
、来
年
度
の
参
加
に
期
待

を
寄
せ
ま
し
た
。参
加
し
た
学
生
も
、「
今
回
の
経

験
を
次
の
販
売
機
会
に
生
か
し
た
い
。来
年
も
同

じ
企
画
が
あ
れ
ば
、ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
リ
ベ
ン
ジ

を
し
た
い
」と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、5
月
21
日
に
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
た「
第

47
回
神
戸
ま
つ
り
」の「
お
っ
！
サ
ン
商
店
街
」に
も

ブ
ー
ス
出
店
し
、こ
ち
ら
は
催
事
の
終
了
を
待
た
ず
、

16
時
に
は
販
売
予
定
の
2
0
0
パ
ッ
ク
を
完
売
。

学
生
ら
は「
多
く
の
方
が
、商
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
や

商
品
化
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

質
問
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
た
。

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、今
後
の
大
学
で

の
地
域
貢
献
活
動
を

盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
」と
話
し
て

い
ま
す
。

カレーに乗せてはいけない福神漬け

髙島屋新宿店「第 10回大学は美味しい !!」フェア

「日本はアジアにおける

重要なパートナー」と語る

アン・バリントン駐日

アイルランド大使

熊本県営業部長兼

しあわせ部長

「くまモン」も登場

オーストラリア研修

上海研修

第 47回神戸まつり

　

学
生
参
加
の
イ
ベ
ン
ト

●
英
国
か
ら
俳
優
・
演
出
家
の

　
ベ
ン
・
ク
リ
ス
タ
ル
氏
を
迎
え
、

　
英
語
で
ド
ラ
マ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
を
開
催
し
ま
し
た
。（
4
月
27
日
）

●
英
国
か
ら
パ
ペ
ッ
ト
制
作
者
・

　
パ
ペ
ッ
ト
遣
い
の
ヘ
レ
ン
・
フ
ォ
ー

　
ン
氏
を
迎
え
、英
語
で
講
演
会
を

　
開
催
し
ま
し
た
。（
4
月
27
日
）

●
中
国
語
専
攻
の
1
年
次
生
が

　
中
国
と
縁
の
深
い
場
所
が
集
ま
る
神
戸
の
見
学
会
を
実
施
し
ま

　
し
た
。（
6
月
18
日
）

●
日
本
語
教
育
を
学
ぶ
学
生
と
、外
国
人
留
学
生
と
の
交
流
会「
ニ
ホ

　
ン
ゴ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。（
6
月
21
日
）

●
英
国
か
ら
音
声
学
者
で
ス
ピ
ー
チ
コ
ー
チ
の
ジ
ェ
フ・
リ
ン
ジ
ー
博
士
を

　
迎
え
、英
語
に
よ
る
音
声
学
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。（
7
月
1
日
）

　

﹃
カ
レ
�
に

　

乗
せ
て
は
い
け
な
い
福
神
漬
け
﹄
の

　

販
売
活
動
を
行
い
ま
し
た

　

5
月
18
〜
23
日
に
東
京
・
髙
島
屋
新
宿
店
で

開
催
さ
れ
た「
第
10
回
大
学
は
美
味
し
い
！！
」フ
ェ
ア

に
初
出
店
し
、経
営
情
報
学
科
の
学
生
が
考
案

し
た「
カ
レ
ー
に
乗
せ
て
は
い
け
な
い
福
神
漬
け

（
寝
屋
川
市
主
催
、2
0
1
4
年
度
ワ
ガ
ヤ
ネ
ヤ

ガ
ワ
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
・
グ
ラ
ン

プ
リ
受
賞
）」を
販
売
し
ま
し
た
。同
フ
ェ
ア
は
、

教
員
と
学
生
た
ち
が
開
発
に
携
わ
っ
た
“大
学
発
”

の
お
い
し
い
食
品
を
紹
介
す
る
髙
島
屋
新
宿
店

人
気
の
催
し
で
、10
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、全
国

か
ら
36
の
大
学
が
参
加
し
ま
し
た
。各
大
学
の

斬
新
な
ア
イ
デ
ア
が
来
店
客
の
関
心
を
引
き
、

会
場
は
学
生
の
熱
意
と
あ
い
ま
っ
て
連
日
盛
況
。

本
学
は
開
催
中
の
6
日
間
で
福
神
漬
け
6
0
0

パ
ッ
ク
販
売
を
目
標
に
し
た
と
こ
ろ
、7
8
0
パ
ッ
ク

を
売
り
上
げ
ま
し
た
。フ
ェ
ア
の
模
様
は
テ
レ
ビ

ニ
ュ
ー
ス
で
も
紹
介
さ
れ
、学
生
の
販
売
シ
ー
ン
や

商
品
の
ア
ッ
プ
が
映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
ブ
ー
ス
出
店
は
、会
場
レ
イ
ア
ウ
ト
の
設
定

や
ポ
ス
タ
ー
、商
品
Ｐ
Ｏ
Ｐ
な
ど
の
各
種
販
促
物
の

作
成
、会
計
管
理
な
ど
も
す
べ
て
学
生
が
行
い
、

「
自
ら
課
題
を
発
見
し
、主
体
的
に
解
決
に
取
り

組
む
」と
い
う
Ｐ
Ｂ
Ｌ

（Problem
 Based Learning:

課
題
解
決
型
学
習
）と

し
て
の
側
面
も
持
ち
合
わ

せ
て
い
ま
す
。
目
標
を

大
き
く
上
回
る
販
売

結
果
を
受
け
、指
導
教
員

の
久
保
貞
也
准
教
授
は

国産の野菜を使用したしょう油味
地域産業の振興につながる商品や技術を公募する

寝屋川市主催のビジネスコンテストでグランプリを

受賞。福神漬けといえば

カレーというイメージを

破り、白いご飯やお酒に

も合うというコンセプト

で新規市場開拓と地域

農業の活性化を目指し

た商品。

摂大祭で販売します！
〔10/7（土）〜9（月・祝）〕

価格：350円（130g）/

150パック限定



生
命
科
学
科

建
築
学
科

機
械
工
学
科
・

電
気
電
子
工
学
科

Faculty of Science and Engineering

理
工
学
部

　

﹁
理
科
教
員
養
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂

　

を
設
置

　

学
生
の
夢
を
サ
ポ
�
ト　

　

生
命
科
学
科
は
、中
学
校
・

高
等
学
校
の
理
科
教
員
の
免

許（
一
種
）を
取
得
で
き
る
理

工
学
部
で
唯
一
の
学
科
で
あ

り
、2
0
1
4
年
3
月
に
初

め
て
の
卒
業
生
を
送
り
出

し
て
か
ら
、こ
れ
ま
で
に

10
人
の
中
学
校
教
諭
を
輩

出
し
て
き
ま
し
た
。本
学
科
の
特
色
の
ひ
と
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
、通
常
授
業
に
加
え
て
教
職
関
連

の
講
義
を
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、入
学
時
に

は
数
多
い
教
職
志
願
者
は
年
次
進
行
に
伴
っ
て
減

少
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。そ
こ
で
本
学
科
で

は
、
彼
ら
の
夢
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、

2
0
1
7
年
度
か
ら「
理
科
教
員
養
成
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
」を
設
置
し
ま
し
た
。7
月
17
日
に
は
、1

年
次
生
13
人
と
大
学
院
生（
教
職
免
許
取
得
者
）

4
人
と
の
初
め
て
の
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。小

グ
ル
ー
プ
単
位
で
大
学
院
生
と
自
由
に
話
し
合

い
、今
後
の
進
路
や
勉
強
方
法
な
ど
の
ア
ド
バ
イ

ス
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。今
後
は
、教
員

と
学
生
に
現
職
教
諭（
卒
業
生
）を
加
え
て
、教
員

採
用
選
考
テ
ス
ト
の
対
策
や
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

気
軽
に
相
談
で
き
る
場
と
し
て
大
い
に
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

﹁
建
築
ゼ
ミ
Ⅰ
・
Ⅱ
﹂
で
の
体
験
学
習

　

―

竹
中
大
工
道
具
館
�

　
　

天
王
寺
動
物
園
を
見
学
し
て―

　

建
築
学
科
の
建
築
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、1
年
か
ら

4
年
ま
で
の
間
、連
続
性
を
保
ち
な
が
ら
、専
門
性
が

ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
す
る
少
人
数
ゼ
ミ
で
す
。1
年

次
生
の「
建
築
ゼ
ミ
Ⅰ
」は
、入
学
後
す
ぐ
に
始

ま
る
建
築
へ
の
キ
ッ
ク
オ
フ
で
あ
り
、さ
ま
ざ

ま
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
建
築
の
面
白
さ

を
体
験
し
ま
す
。2
年
次
生
の「
建
築
ゼ
ミ
Ⅱ
」は
、

専
門
分
野
に
即
し
た
５
つ
の
課
題
に
取
り
組
み
、

最
終
課
題
で
は
設
定
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
建
築

の
言
説
を
読
み
解
き
、チ
ー
ム
で
動
画
を
作
成

し
成
果
発
表
し
ま
す
。「
建
築
ゼ
ミ
Ⅰ
・
Ⅱ
」で
は

こ
れ
ら
の
課
題
に
加
え
、全
員
で
建
築
見
学
に
も

出
か
け
ま
す
。見
学
の
目
的
は
美
し
い
建
築
空
間

を
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
、も
う
ひ
と
つ
は
、意
識

し
て
空
間
を
観
る
こ
と
、つ
ま
り
観
察
眼
を
養
う

こ
と
で
す
。

　

今
年
の
1
年
次
生
は
6
月
3
日
、竹
中
大
工
道

具
館（
神
戸
市
）に
行
き
ま
し
た
。竹
中
大
工
道
具

館
は
日
本
で
唯
一
の
大
工
道
具
に
関
す
る
博
物
館

で
、学
生
た
ち
は
大
工
道
具
の
歴
史
、広
が
り
、道

具
を
使
い
こ
な
す
職
人
の
知
恵
を
学
び
、も
の
づ
く

り
の
豊
か
さ
に
触
れ
ま
し
た
。圧
巻
は
法
隆
寺
と

茶
室
の
原
寸
大
模
型
で
、学
生
た
ち
は
興
味
津
々
。
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竹中大工道具館で説明を聴く学生たち

1年次生と大学院生が自由に話し合った懇談会

天王寺動物園で学生が描いた

「動物の顔」（左）、「サイン」（右）のスケッチ

ゼミで利用 マイコンへの書き込み

　

大
学
院
研
究
室
の
リ
ニ
�
�
ア
ル

　

研
究
・
教
育
環
境
を
大
き
く
改
善

　

機
械
工
学
科
と
電
気
電
子
工
学
科
が
共
同
で

利
用
し
て
い
る「
大
学
院
研
究
室
」を
こ
の
4
月
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。こ
の
大
学
院
研
究
室
は

予
約
制
で
利
用
で
き
、大
学
院
の
研
究
活
動
や

講
義
に
使
用
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、各
学
科
の
ゼ
ミ

や
プ
レ
ゼ
ン
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
新
し
く
電
子
黒
板
や
大
型

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
を
導
入
し
、よ
り
発
表
や
議
論

が
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、本
学
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
づ
く
り
を

行
え
る
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、比
較
的

簡
単
な
電
子
工
作
等
を
気
軽
に
行
え
る
共
有
ス

ペ
ー
ス
が
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
、大
学
院
研
究
室
の
半
分
は
電
子
工
作

な
ど
を
行
え
る
新
し
い
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。こ
こ

で
は
電
子
部
品
を
取
り
揃
え
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
場
で
回
路
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

ソ
フ
ト
を
用
い
て
マ
イ
コ
ン
へ
の
書
き
込
み
な
ど
が

で
き
る
よ
う
に
、専
用
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

し
た
パ
ソ
コ
ン
を
20
台
導
入
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

の
設
備
を
利
用
し
て
、す
で
に
前
期
に
授
業
が
開
講

さ
れ
ま
し
た
。

　

講
義
や
研
究
活
動
以
外

で
も
、
ク
ラ
ブ
の
活
動
場
所

と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
た
り
、

企
業
に
よ
る
説
明
会
が
開
催

さ
れ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
幅
広
い
用
途
で
の
利
用

が
計
画
さ
れ
て
お
り
、今
回
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
研
究
・
教
育

環
境
を
大
き
く
改
善
す
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

木
の
組
み
方
や
材
料
に
関
す
る
質
問
が
飛
び
交
い

ま
し
た
。実
は
見
学
の
メ
イ
ン
は
展
示
だ
け
で
な

く
、竹
中
大
工
道
具
館
と
い
う
極
上
の
建
築
を
体

験
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。当
初
、初
め
て
の
建

築
見
学
に
学
生
た
ち
は
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、教

員
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
と
、漆
喰
の
壁
に
触
れ
、

階
段
や
天
井
の
デ
ザ
イ
ン
を
観
察
し
、写
真
を
撮

る
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

2
年
次
生
は
5
月
20
日
、天
王
寺
動
物
園
に

見
学
に
行
き
ま
し
た
。「
え
っ
？
動
物
園
？
」と
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、天
王
寺
は
今
、あ
べ
の

ハ
ル
カ
ス
か
ら
通
天
閣
の
一
帯
が
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク

に
変
化
す
る
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。そ
の
中
心
に

あ
る
動
物
園
を
建
築
・
ま
ち
づ
く
り
の
眼
で
観
る

こ
と
は
得
難
い
経

験
と
考
え
て
企
画

し
ま
し
た
。
朝
か

ら
暑
い
日
で
し
た

が
、
学
生
た
ち
は

園
内
を
歩
き
、
園

舎
の
デ
ザ
イ
ン
、ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
、サ

イ
ン
計
画
、動
物
の

暮
ら
す
空
間
な
ど

を
観
察
し
ま
し

た
。
気
に
な
る
と

こ
ろ
は
ス
ケ
ッ
チ

や
写
真
撮
影
を

し
、あ
ら
た
め
て
動
物
園
と
い
う
空
間
に
多
く
の

気
づ
き
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。見
学
を
終
え
る
と

学
生
た
ち
は
自
主
的
に
通
天
閣
に
も
足
を
延

ば
し
、“二
度
漬
け
禁
止
”の
串
カ
ツ
も
含
め
て
大

阪
を
代
表
す
る
都
市
空
間
を
体
験
し
ま
し
た
。こ

の
よ
う
な
1
、2
年
次
生
の
早
い
段
階
で
の
建

築
見
学
は
、学
生
の「
眼
」と「
芽
」を
育
む
大
事
な

活
動
で
あ
り
、関
心
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
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●日本薬学会第137年会「学生優秀発表者賞」受賞
　村野晃一さん（大学院薬学研究科4年）、
　幡川祐資さん（大学院薬学研究科2年）、
　藤井俊成さん（学部6年）

●第106回日本病理学会総会「発表優秀賞」受賞
　金原慎太郎さん（学部6年）、森尾剛さん（学部6年）

学会賞受賞者一覧

救護所窓口

Faculty of Nursing

看
護
学
部

Faculty of Pharm
aceutical Sciences

薬
学
部

　

３
期
生　

　

国
家
試
験
全
員
合
格
を
目
指
し
て

　
3
期
生
で
あ
る
4
年
次
生
は
臨
地
実
習
も
終
盤

を
迎
え
、い
よ
い
よ
本
格
的
に
国
家
試
験
に
向
け
た

学
習
を
始
め
ま
す
。看
護
学
部
と
し
て
定
期
的
な

模
擬
試
験
や
解
説
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
プ
ロ
グ
ラ
ム

し
、知
識
の
定
着
や
苦
手
分
野
の
克
服
な
ど
の

対
策
を
行
い
ま
す
。ま
た
ゼ
ミ
教
員
を
中
心
に
担
当

学
生
の
状
況
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、生
活
状
況
や
気
持
ち

の
状
態
に
も
目
を
向
け
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
ま
す
。学
生
の
国
家
試
験
対
策
委
員
も
、国
家

試
験
に
向
け
た
学
年
全
体
の
雰
囲
気
作
り
や
士
気

を
高
め
る
取
り
組
み
を
始
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
看
護
学
部
は
1
期
生
、2
期
生
と
も
に

「
国
家
試
験
全
員
合
格
」を
達
成
し
て
き
ま
し
た
。

2
年
連
続
全
員
合
格
を
達
成
し
た
看
護
学
部
は
、

全
国
で
15
校
、大
阪
府
で
は
本
校
を
含
め
て
わ
ず
か

2
校
で
あ
り
、全
員
が
合
格
す
る
こ
と
の
難
し
さ

を
実
感
し
ま
す
。3
期
生
も
全
員
合
格
で
き
る

よ
う
、学
部
と
し
て
支
援
し
、ま
た
互
い
に
励
ま
し

合
っ
て
乗
り
越
え
る
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。看
護
師

国
家
試
験
問
題
の
難
易
度
は
年
々
上
が
っ
て
い
ま
す

が
、こ
れ
ま
で
の
課
題
を
乗
り
越
え
た
3
期
生
で

す
の
で
、そ
の
力
を
発
揮
で
き
る
も
の
と
信
じ
て

サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
救
護
者
側
の
学
生
は
、
傷
病
者
役
の
学
生
か

ら
情
報
収
集
を
行
い
、傷
病
者
の
症
状
に
よ
っ
て

部
屋
を
振
り
分
け
る
窓
口
と
、外
傷
や
病
状
の
急
変

が
予
測
さ
れ
る
対
象
者
へ
の
救
護
、妊
婦
へ
の

救
護
、高
齢
者
お
よ
び
感
染
症
者
へ
の
救
護
の

4
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
、救
護
を
実
践
し
ま
し
た
。

　
学
生
た
ち
は
こ
れ
ま
で
病
院
な
ど
で
実
習
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、多
数
の
傷
病
者
へ
の
対
応
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
は
経
験
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。最
初
は
手
を
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、

教
員
が
傷
病
者
の
対
応
を
す
る
場
面
を
見
て
い
る

状
況
で
し
た
が
、時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、教
員
の

指
示
を
受
け
な
が
ら
、十
分
な
医
療
器
材
が
な
い

中
、傷
病
者
役
の
学
生
の
訴
え
を
聞
き
、収
集
し
た

バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
ズ（
※
1
）か
ら
傷
病
者
の
心
身
の

状
態
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト（
※
2
）し
、手
当
て
を
行
っ
て

い
き
ま
し
た
。ま
た
不
安
を
抱
え
る
傷
病
者
に
対
し

て
、ど
の
よ
う
に
状
況
や
処
置
に
つ
い
て
説
明
を

行
う
べ
き
か
を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
傷
病
者
役
の
学
生
も
、教
員
か
ら
指
示
を
受
け
て

対
処
方
法
を
学
ん
で
い
る
救
護
者
側
の
学
生
の

実
践
を
間
近
で
体
験
し
、貴
重
な
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

※
1
　
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
ズ
／
脈
拍（
数
）・
呼
吸（
数
）・
血
圧
・
体
温
な
ど
。

※
2
　
ア
セ
ス
メ
ン
ト
／
刻
々
と
変
化
す
る
対
象
者
の
状
態
に
つ
い
て
、対
象
者
の

主
観
的
な
訴
え
と
、客
観
的
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
、看
護
の
視
点
か
ら
問
題
点
を

論
理
的
に
分
析
す
る
こ
と
。

　

災
害
看
護
へ
の
取
り
組
み

　
7
月
1
日
、枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
で
防
災
訓
練
を

実
施
し
、教
職
員
と
共
に
看
護
学
部
4
年
次
生

73
人
が
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
学
生
は
、主
に
被
災
し
た
傷
病
者
と
救
護
者
の

二
手
に
分
か
れ
て
被
災
時
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

医
師
・
薬
剤
師
ら
を
招
い
て

　

特
別
講
演
を
実
施

　
現
場
で
活
躍
す
る
医
師
や
薬
剤
師
な
ど
を
外
部

講
師
と
し
て
招
き
、特
別
講
演
を
実
施
し
ま
し
た
。

薬
学
部
で
は
、医
療
現
場
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て

学
生
の
理
解
と
知
識
を
深
め
る
た
め
、授
業
の
一
環

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
1
年
次
開
講
科
目「
薬
剤
師
に
な
る
た
め
に
」

で
は
、近
畿
厚
生
局
麻
薬
取
締
部
調
査
総
務
課
長

か
ら「
薬
物
乱
用
防
止
に
つ
い
て
」、NPO

法
人
理
事

か
ら「
薬
害
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
」の
テ
ー
マ
で
講
演

い
た
だ
い
た
ほ
か
、看
護
学
部
と
合
同
で「
緩
和

ケ
ア
に
つ
い
て
」、「
在
宅
・
医
療
・
チ
ー
ム
連
携
に

つ
い
て
」な
ど
を
テ
ー
マ
に
、薬
剤
師
と
し
て
の

使
命
や
倫
理
観
を
学
び
ま
し
た
。

　
2
年
次
開
講
科
目「
キ
ャ
リ
ア
形
成
Ⅰ
」で
は
、

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
ワ
ク

チ
ン
等
審
査
部
長
か
ら「
行
政
機
関
で
活
躍
す
る

薬
剤
師
・
行
政
機
関
で
働
く
薬
剤
師
の
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
」、5
年
次
開
講
科
目「
ア
ド
バ
ン
ス
ト
臨
床

薬
学
」で
は
、現
場
で
活
躍
す
る
医
師
や
医
科
大
学

の
教
員
か
ら
最
新
医
療
の
現
状
と
今
後
の
展
望
等

に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
受
講
し
、常
に
社
会
に
目
を
向
け
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
医
療
を
通
し
て
社
会
に
貢
献

で
き
る
人
材
と
な
る
た
め
に
必
要
な
心
構
え
を

身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

疾病者への手当てを実践

薬剤師になるために (1 年次）講演会場
「薬害エイズについて」　
外部講師：花井 十伍 氏　
（NPO法人 ネットワーク <医療と人権 > 理事）

　

受
賞
者
続
出
！

　

学
会
発
表
で
頑
張
る
学
生
た
ち

　
薬
学
部
の
人
材
養
成
に
関
す
る
目
標
は「
高
い

倫
理
観
、心
豊
か
な
人
間
性
、
実
践
的
能
力
を

備
え
、わ
が
国
の
医
療
の
進
化
、健
康
・
福
祉
の

増
進
、生
活
環
境
の
保
全
に
貢
献
す
る
薬
剤
師
を

養
成
す
る
」こ
と
で
す
。そ
の
目
標
を
達
成
す
る

に
は
、自
己
研
鑽
に
励
み
、授
業
・

実
習
等
に
お
け
る
知
識
・

技
能
・
態
度
を
高
め
、

地
域
貢
献
等
に
努
め
る

こ
と
が
必
要
不
可
欠

で
す
。



研究
支援

情報教育
支援

研
修
室
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

（
寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　
パ
ソ
コ
ン
自
習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
開
放
し
て
い
る

10
号
館
4
階
の
研
修
室
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
し
や
す
い

よ
う
に
レ
イ
ア
ウ
ト
や
什
器
を
一
新
し
、可
動
式
の

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
設
置
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

20
台
の
パ
ソ
コ
ン
に
は
、ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
を
取
り
付
け

A
T
R 

C
A
L
L
や
S
k
y
p
e
な
ど
を
用
い
て

語
学
学
習
が
行
え
る
環
境
を
整
備
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
電
源
や
W
i-

F
i
、有
線
L
A
N
も
完
備

し
て
い
ま
す
の
で
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
持
ち
込
ん
で
作
業
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
ゼ
ミ
や
P
B
L
な
ど
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
う
際
や
、友
達
と
相
談
し
な
が
ら
課
題
を
進
め

た
い
時
な
ど
に
研
修
室
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
導
入
し
ま
し
た

（
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　
寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
試
験
稼
働
し
て
い
た

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も

導
入
し
ま
し
た
。現
在
は
1
号
館
1
階
と
5
号
館

1
階
に
設
置
し
て
い
ま
す
。タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
搭
載

し
て
お
り
、見
た
い
情
報
の
メ
ニ
ュ
ー
ボ
タ
ン
を

タ
ッ
プ
す
れ
ば
、す
ぐ
に
そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
再
生

さ
れ
る
仕
組
み
で
す
。

　
情
報
処
理
演
習
室
の
自
習
利
用
可
否
状
態
や

空
席
状
況
の
照
会
、学
内
イ
ベ
ン
ト
の
周
知
、大
学

関
連
動
画
の
再
生
の
他
、天
気
予
報
や
バ
ス
の

時
刻
表
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

今
後
も
機
能
追
加
や
設
置
場
所
の
追
加
な
ど
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、要
望
等
あ
れ
ば
情
報

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

本イベントの様子は後日、
日本学術振興会HPにも
掲載されます。

URL：http://www.jsps.go.jp/
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メインコンテンツ
開室・空席状況等を
表示しています。

新着ニュース
タッチ操作でニュースの詳細を
表示することができます。

メニューボタン
タッチ操作により
メインコンテンツを切替可能です。

開室時間（授業期間中）
月～金曜日9:00～20:00
土曜日 9:00～16:30

小
・
中
・
高
校
生
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
ひ
ら
め
き
☆
と
き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス

     

〜
よ
う
こ
そ
大
学
の
研
究
室
へ
〜
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
開
催
！

　「
ひ
ら
め
き
☆
と
き

め
き
サ
イ
エ
ン
ス
」
と

は
、大
学
や
研
究
機
関

な
ど
で
科
学
研
究
費

助
成
事
業（
科
研
費
）に

よ
り
行
わ
れ
て
い
る
最

先
端
の
研
究
成
果
に
、小
・
中
・
高
校
生
の
皆
さ
ん

が
、「
直
に
見
る
・
聞
く
・
触
れ
る
」こ
と
で
、科
学
の

面
白
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
こ
の
た
び
、8
月
1
日
に
本
学
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

セ
ン
タ
ー
藤
林
真
美
准
教
授
が「
筋
肉
を
動
か
す
と

ど
れ
く
ら
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
の
だ
ろ
う
？

カ
ラ
ダ
の
中
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
！
」と
い
う
テ
ー
マ

で
研
究
内
容
を
紹
介
し
、神
経
や
筋
肉
の
仕
組
み
に

つ
い
て
参
加
し
た
高
校
生
た
ち
に
体
験
し
な
が
ら

学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、日
本
学
術
振
興
会
の
担
当
者
も
来
学

さ
れ「
科
研
費
」と
い
う
日
頃
聞
き
な
れ
な
い
研
究

制
度
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
ご
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。ま
た
、藤
林
准
教
授
に
よ
る

講
演
で
は
、参
加
者
か
ら
の
活
発

な
質
疑
が
飛
び
交
い
、会
場
は

活
気
に
あ
ふ
れ
た
雰
囲
気

と
な
り
ま
し
た
。

藤林准教授による
講義

筋肉への
電気刺激実験の様子

　
講
演
の
後
は
、い
よ
い
よ
実
験
の
体
験
で
す
。

筋
肉
へ
の
電
気
刺
激
は
自
分
の
意
志
と
は
関
係

な
く
筋
肉
が
動
く
た
め
、参
加
者
は
最
初「
び
っ
く
り

し
た
ー
！
」と
驚
い
て
い
ま
し
た
が
、日
頃
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
実
験
の
内
容
に
興
味
津
々
の

様
子
で
し
た
。

　
参
加
者
は「
興
味
が
あ
っ
て
参
加
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
上
の
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」と
満
足

し
た
様
子
で
し
た
。



看護学部で
「国語」が選択可能に

英語資格等保持者
優遇制度

　公募制推薦入試A・B日程（法学部・

外国語学部・経済学部・経営学部）、大学

入試センター試験利用入試前期・中期・

後期（全学部）に「英語資格等保持者優遇

制度（みなし得点制度）」を設けています。

実用英語技能検定、TOEIC、TOEFL、GTEC

などの合格または取得スコアを、英語

適性検査あるいは大学入試センター試験

「英語（リスニングを含む）」の得点にみな

して換算する制度です。
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入試インフォメーション

　「一般入試前期A日程」「大学入試

センター試験利用入試前期」の入試成績

優秀者を「特別奨学生」として認定

します。一般入試前期A日程は1年次の

年間授業料と教育充実費の半額相当額

を、大学入試センター試験利用入試前期

は1年次の年間授業料と教育充実費の

全額相当額を入学初年度に限り奨学金

として給付します。

特別奨学金制度

入試日程表

【お問い合わせ先】　入試部（寝屋川キャンパス） TEL：072-839-9104

入試区分 募集学部 試験日 出願期間 合否発表日

10月10日（火）～10月25日（水）

法学部

外国語学部

経済学部

経営学部

理工学部
住環境デザイン学科のみ

[文系型]

全学部

全学部

11月14日（火）

11月1日（水）～11月18日（土） 12月7日（木）

11月4日（土）

11月5日（日）

11月26日（日）

A日程

B日程

全学部 2月11日（日）～2月26日（月） 3月18日（日）3月5日（月）後期日程

1月1日（月）～1月13日（土） 2月7日（水）前期

全学部 1月1日（月）～1月30日（火） 2月21日（水）
本学個別
学力試験は
課しません

中期

2月11日（日）～2月26日（月） 3月18日（日）後期

1月1日（月）～1月30日（火）

法学部

外国語学部

経済学部

経営学部

理工学部
住環境デザイン学科のみ

[文系型]

全学部

2月21日（水）
2月9日（金）

2月10日（土）

前期B日程・
BC日程※

全学部 1月1日（月）～1月13日（土） 2月7日（水）
1月22日（月）

1月23日（火）

前期A日程・
AC日程※

公募制推薦
入試

一般入試

大学入試
センター試験
利用入試

※AC・BC日程は「センター試験プラス方式」

　看護学部の公募制推薦入試A日程・

B日程、一般入試前期B日程、後期日程の

選択科目に「国語」を追加しました。

このたび看護学部は、文部科学大臣から保健師課程の認定を受けました。
従来の看護師国家試験受験資格に加え、
2018年度入学生からは新たに保健師国家試験受験資格も目指すことができます。
保健師は、地域で生活している人々の健康増進や病気の予防、健康の回復を支援する仕事をしています。
保健師になるためには、看護師資格を取得（取得見込み）し、
かつ保健師に必要な分野の科目を学び、国家試験に合格する必要があります。

看護学部に
保健師課程を開設！
（定員10人・選択制）
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保
護
者
の
皆
さ
ま

に
は
、日
頃
よ
り
摂
南

大
学
後
援
会
の
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
い
た

だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

私
は
、本
年
度
よ
り
、後
援
会
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た

神
田 

耕
吉
と
申
し
ま
す
。

　

後
援
会
は
、大
学
と
家
庭
と
の
連
携
を
密
に
し
、よ
り

良
い
教
育
環
境
の
提
供
を
目
指
し
、5
つ
の
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。中
で
も
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

教
育
懇
談
会
に
つ
い
て
は
、ご
子
女
の
様
子
を
担
当
の
先
生

か
ら
直
接
聞
く
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
と
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、日
々
の
不
安
を
解
消

い
た
だ
く
と
と
も
に
、参
加
者
同
士
の
情
報
交
換
の
場
と

し
て
も
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。就
職
状
況
に

つ
い
て
も
大
学
の
就
職
担
当
職
員
が
ご
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ま
に
は
、今
後
と
も
後
援
会
活
動
の

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、各
種
行
事
へ
の
積
極

的
な
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

2
0
1
7
年
度
後
援
会
総
会
を
5
月
27
日（
土
）、

寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス
１
２
４
３
教
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

開
催
に
先
立
ち
、若
松
覚
美
前
会
長
の
挨
拶
の
後
、議
長
に

牛
島
弥
江
前
副
会
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。2
0
1
7
年
度

事
業
計
画
お
よ
び
予
算
の
件
に
つ
い
て
議
案
の
審
議
が

行
わ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

２０１７年度 事業計画
【1】大学と家庭の連絡提携
キャンパスガイド・摂大キャンパス・成績表の送付 ほか

【２】教育懇談会の実施
春期・秋期２回開催（秋は学外でも実施）

【３】教育に対する援助
研究発表・ゼミ旅行・資格試験援助 ほか

【４】学生の課外活動に対する援助
課外活動に対する援助・大学祭開催に伴う援助 ほか

【５】就職活動に対する援助
保護者向け就職支援冊子作成援助・就カツセミナー開催費用援助 ほか

２
０
１
７
年
度

後
援
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

ご
家
庭
と
大
学
を
つ
な
ぐ
連
携
の
一つ
と
し
て
、教
育

懇
談
会
で
は
、教
員
と
の
個
別
懇
談
等
の
機
会
を
設
け
て

お
り
ま
す
。

　

2
0
1
7
年
度
春
期
教
育
懇
談
会
を
6
月
10
日（
土
）

に
開
催
し
ま
し
た
。寝
屋
川
校
地・枚
方
校
地
合
わ
せ
て

5
5
3
組
7
1
9
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
一
部
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
か
ら
の

ご
意
見・ご
感
想
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
０
１
７
年
度

春
期
教
育
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た

後
援
会
長 

挨
拶

後
援
会 
会
長　

神
田 

耕
吉

　

2
0
1
7
年
度
の
三
役
は
、左
記
の
と
お
り
選
出
さ
れ

た
ほ
か
、新
た
に
18
名
の
新
役
員
候
補
者
が
承
認
さ
れ
、

計
75
名
の
新
運
営
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

神田 耕吉(薬学部）

大賀 洋子(外国語学部）

河村 彰則(理工学部）

加賀 久美子(法学部)

十河 欣也(理工学部)

平井 良治(経営学部)

瀬戸 優子(経済学部）

中見 江美子(看護学部)

会　長

監　事

副会長

【２０１７年度 新三役】
（※敬称略）
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秋
期
教
育
懇
談
会
は
、本
学

（
寝
屋
川
・
枚
方
）会
場
に
加
え

て
、学
外
８
会
場
で
開
催
い
た
し

ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、８
月
に

送
付
い
た
し
ま
し
た
案
内
状
、

ま
た
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①日本学生支援機構奨学金（JASSO）の緊急／応急採用

②貸与金額の増額（すでにJASSO奨学生の場合）

③地方公共団体・民間奨学団体の奨学金

奨学金 必要

必要

不要

不要

団体により異なる

学費減免制度（※給付制の学内奨学金を受給している者等、
適用対象外となる場合があります）

JASSO支援金（自然災害等により住居に被害を受けた場合）

①国の教育ローン

②本学との提携ローン
教育ローン

学費減免

一時金

日本政策金融公庫

学費サポートプラン
　（オリエントコーポレーション）

悠裕プラン（ジャックス）

家計が急変し、学費の支払いに困った場合は

区　分 名　称 返済の要・不要

奨学金・教育ローン・学費減免・アルバイト等のご案内

アルバイトのご案内
パソコンや携帯電話からいつでもどこでも安心な求人情報が入手できる
サービスを提供していますので、有効に活用してください。
◎利用にあたっては、（株）ナジックへのアルバイト登録が必要です。
　登録希望の方は、本学のHP⇒学生生活⇒「学生マンション・アルバイトについて」から
　手続きしてください。

◎申請にあたっては、申請書をはじめ収入に関する書類等が必要です。
　また、募集案内や説明会等、奨学金に関することはポータルサイトでお知らせしますので、
　情報を見落とさないようにしてください。

不慮の事故や災害等により家計が急変し、
学業継続に支障が生じた場合の経済支援策をご案内いたします。

やや不満
1%

無回答
18%

〜
参
加
い
た
だ
い
た

　
　
　
　

皆
さ
ま
か
ら
の
お
声
〜

●
親
身
に
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
っ
た
。大
学
生
活

　

を
き
ち
ん
と
送
っ
て
い
る
と
安
心
し
ま
し
た
。

　
（
理
工
学
部
）

●
親
の
希
望
で
は
な
い
大
学
に
進
学
し
ま
し
た

　

が
、初
め
て
参
加
し
て
こ
の
大
学
の
良
さ
を

　

発
見
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。（
理
工
学
部
）

●
充
実
し
た
内
容
で
し
た
の
で
、次
回
も
参
加
し

　

た
い
と
思
い
ま
す
。（
外
国
語
学
部
）

●
ゼ
ミ
の
先
生
に
大
学
で
の
様
子
を
お
聞
き
す
る

　

こ
と
が
で
き
、安
心
で
き
ま
し
た
。ま
た
、学
内

　

を
見
た
り
、学
食
で
食
事
し
た
り
で
き
、子
ど
も

　

と
の
共
通
の
話
題
が
増
え
そ
う
で
す
。ま
た

　

参
加
し
た
い
で
す
。（
経
営
学
部
）

●
子
ど
も
が
大
学
生
に
な
っ
て
も
親
が
学
校
に

　

来
ら
れ
る
機
会
を
作
っ
て
く
だ
さ
り
有
難
い
と

　

思
っ
て
い
ま
す
。学
校
と
親
が
一
緒
に
な
っ
て

　

成
長
を
見
守
っ
て
い
け
た
ら…

と
感
じ
ま
す
。

　
（
薬
学
部
） 

２
０
１
７
年
度

秋
期 

教
育
懇
談
会
の

ご
案
内

参加者個別懇談の内容について
2017年度春期教育懇談会アンケート結果
(有効回答数215件集計)

会　場日　程

本学【寝屋川】10/ 7(土)

本学【枚方】10/21(土)

高松 ・ 下関10/14(土)

岡山10/28(土)

京都11/11(土)

福井11/12(日)

奈良 ・ 米子11/18(土)

難波11/19(日)

【２０１７年度 開催スケジュール】

≪本学ＨＰ 後援会ページ：http://www.setsunan.ac.jp/family/kouenkai/education.html≫

満足

57%

非常に満足

27%
ふつう
15%

「非常に満足」
＋

「満足」

84%

毎年
多くの保護者の皆さまに
参加いただき、

お喜びの声をいただいています！

就職講演の様子

個別懇談の様子（昨年度）
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花束贈呈

ホームカミングディ　in 京セラドーム大阪
　　　　　　　　　　　　  「All 摂南大学 Day」を開催

９月３日、京セラドーム大阪(大阪市西区)で
ホームカミングディ「All 摂南大学 Day」を開催しました。
同日の本学協賛試合「オリックス・バファローズ　対　埼玉西武ライオンズ」戦には
卒業生や在学生ら約1000人の摂南ファミリーが集って野球観戦を楽しみ、
試合後はドーム最上階のスカイホールに会場を移して、
卒業生やその家族、教職員による交流会で親交を深めました。

始球式後の小谷さんのコメント・・・

始球式のお話をいただき、人生は本当に何が起こるか分からないという希望とともに、

肩の弱い私が運良くノーバン投球に成功したことを嬉しく思っています。年に一度、卒業生

や在学生が集うこの行事はとても素晴らしいですね。

交流会では八木学長をはじめ、多数のOB、OGの方ともご挨拶させていただきましたが、

皆さんの人柄がとても温かく、摂南大学のカラーを感じました。自分自身、恵まれた環境に

いたことをあらためて思う一日となりました。

たくさんの方に支えられて大学を卒業し、始球式まで務めさせていただいたので、次は私が

摂南大学に恩返しができる人物になろうと強く思いました☆

小谷 早弥花さん プロフィール
大阪府出身。2007年、法律学科卒業。在学中にスカウトされ卒業後上京。映画、テレビドラマ、
CM、舞台などに多数出演。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、摂
南
フ
ァ
ミ
リ
ー
が

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。ま
ず
子
ど
も
た
ち

か
ら
両
球
団
選
手
へ
の
花
束
贈
呈
が
あ
り
、

続
い
て
常
翔
学
園
中
学
・
高
校
合
唱
部
が

美
し
い
歌
声
で
国
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。さ
ら

に
元
気
い
っ
ぱ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
登
場
し
た

ス
タ
メ
ン
キ
ッ
ズ
は
、選
手
か
ら
サ
イ
ン
ボ
ー
ル

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
感
激
で
す
。始
球
式
に

は
、女
優
と
し
て
活
躍
す
る
小
谷
早
弥
花
さ
ん

が
登
板
し
、見
事
な
投
球
で
場
内
を
沸
か
せ
ま

し
た
。和
歌
山
県
由
良
町
か
ら
本
学
に
出
向
中

の
ゆ
ら
の
助
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
走
っ
て
踊
っ
て

体
を
張
っ
た
P
R
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

経
済
学
部
授
業「
キ
ャ
リ
ア
特
別
講
義
」

〜
オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
に

　
　
　
　
　
　
　
　 

学
ぶ
経
済
学
〜

ボール
ボーイ

スタメン
キッズ

国歌斉唱

恩師の小山昇教授
と再会し

喜びの記念撮影

始球式

家族で参加の水本繁さん
(2001年経営情報学科卒)

長男・慶くんはボールボーイ、
次男・翔くんは花束贈呈の大役を
務めました

9/3
sun

　
本
学
と
オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ（
オ
リ
ッ
ク
ス
野
球

ク
ラ
ブ
㈱
）は
、大
学
の
持
つ
知
的
資
源
を
地
域
貢
献
に

結
び
つ
け
る
取
り
組
み
を
促
進
し
た
い
と
い
う
思
い
と
、

地
域
密
着
、
フ
ァ
ン
目
線
重
視
と
い
う
球
団
の

思
い
が
一
致
し
た
こ
と
に
よ
り
、2
0
1
1
年
3
月「
教
育

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
以
降
、
経
済

学
部
で
は
、球
団
社
員
を
講
師
に
迎
え
て
プ
ロ
野
球
ビ
ジ

ネ
ス
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
る
ほ
か
、実
際
に
球
場
に

出
向
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
な
ど
、ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

ビ
ジ
ネ
ス
を
通
し
て
生
き
た
経
済
学
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
は
学
生
が
考
案
し
た「
ホ
ー
ム
ラ
ン
記
念
日

チ
ケ
ッ
ト
」を
初
め
て
販
売
す
る
と
い
う
取
り
組
み
を

展
開
し
ま
し
た
。9
月
3
日
が「
ホ
ー
ム
ラ
ン
記
念
日
」

で
あ
る
こ
と
か
ら
、チ
ケ
ッ
ト
は「
ホ
ー
ム
ラ
ン
バ
ー
」

〔
協
同
乳
業
㈱
提
供
〕や
本
学
食
堂
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー

「
と
り
ポ
ン
弁
当
」を
特
典
と
し
、ラ
イ
ト
ホ
ー
ム
ラ
ン

指
定
席
で
試
合
を
観
戦
す
る
と
い
う
豪
華
な
内
容
。

さ
ら
に
オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
選
手
が
ホ
ー
ム

ラ
ン
を
打
っ
た
場
合
は
、

直
筆
サ
イ
ン
ボ
ー
ル
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
特
別

特
典
も
付
け
ま
し
た
。

当
日
は
見
事
ホ
ー
ム

ラ
ン
が
出
て
、大
当

た
り
チ
ケ
ッ
ト
と
な

り
ま
し
た
。

始球式を
務めた
小谷さん

場内放送Bsラジオで
大学紹介をする
芳倉咲実さん
（経済学科2年）

大学時代の思い出として「美味しかった食堂」と挙げてくれた小谷さん。学食で友達

と多くの時間を過ごしたそうです。授業では、世の中の規律である法律を同世代と

前のめりで学び、頭と心はフル稼動。忙しくも笑いが絶えない日々だったと振り返り

ました。ゼミ担当の小山教授には「今の職業を選んだ私を後押ししてくれ、厚く

サポートしてくださった。世の中にはこんな先生もいるんだ！と感謝とともに驚いた

ことは今でも忘れません」と語り、「たくさんの青く賑やかな思い出に感謝の気持ち

を込めて投げさせていただきます」と始球式への意気込みを話してくれました。
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ホームカミングディ　in 京セラドーム大阪
　　　　　　　　　　　　  「All 摂南大学 Day」を開催

　
摂
南
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
チ
ケ
ッ
ト
受
付
と
な
っ
た

ド
ー
ム
3
階
中
央
プ
ラ
ザ「
摂
南
大
学
特
設

受
付
テ
ン
ト
」に
は
、由
良
町
職
員
が
応
援
に

駆
け
付
け
、ゆ
る
キ
ャ
ラ
コ
ン
テ
ス
ト
で
の

優
勝
を
目
指
す
同
町
の
観
光
P
R
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー「
ゆ
ら
の
助
」へ
の
投
票
を
呼
び
掛
け
る

と
と
も
に
、み
か
ん
や
干
物
な
ど
の
由
良
産
品

が
当
た
る
抽
選
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
球
場
コ
ン
コ
ー
ス
に
は
大
学
開
学
か
ら
現
在
に
至
る

歴
史
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、試
合
前
に
は
選
手
と
の
写
真

撮
影
会
や
サ
イ
ン
会
、グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
選
手
の
練
習

見
学
や
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
な
ど
、摂
南
フ
ァ
ミ
リ
ー
限
定
の

イ
ベ
ン
ト
を
多
数
行
い
ま
し
た
。さ
ら
に
今
年
は
、本
学

公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に「
A
l
l 

摂
南
大
学 

D
a
y
」

サ
プ
ラ
イ
ズ
企
画
と
し
て
、オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ

の
T
ー
岡
田
選
手
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
を
公
開

し
、た
く
さ
ん
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
公
開

は
今
シ
ー
ズ
ン
終
了
ま
で
）

摂
南
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
た
め
の
企
画
が

盛
り
だ
く
さ
ん

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に

当
日
サ
プ
ラ
イ
ズ
企
画

P
B
L「
和
歌
山
県
由
良
町
に
お
け
る

地
域
ブ
ラ
ン
ド
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

活
動
を
展
開

〜
由
良
町
か
ら
応
援
と

          

産
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
〜

試合後の
校友交

流会

試合前の
グラウンド

で

キャッチボ
ール

経済学部生が企画したチケットに関する
アンケート調査を実施

　
本
学
と
オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ（
オ
リ
ッ
ク
ス
野
球

ク
ラ
ブ
㈱
）は
、大
学
の
持
つ
知
的
資
源
を
地
域
貢
献
に

結
び
つ
け
る
取
り
組
み
を
促
進
し
た
い
と
い
う
思
い
と
、

地
域
密
着
、
フ
ァ
ン
目
線
重
視
と
い
う
球
団
の

思
い
が
一
致
し
た
こ
と
に
よ
り
、2
0
1
1
年
3
月「
教
育

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
以
降
、
経
済

学
部
で
は
、球
団
社
員
を
講
師
に
迎
え
て
プ
ロ
野
球
ビ
ジ

ネ
ス
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
る
ほ
か
、実
際
に
球
場
に

出
向
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
な
ど
、ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

ビ
ジ
ネ
ス
を
通
し
て
生
き
た
経
済
学
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
は
学
生
が
考
案
し
た「
ホ
ー
ム
ラ
ン
記
念
日

チ
ケ
ッ
ト
」を
初
め
て
販
売
す
る
と
い
う
取
り
組
み
を

展
開
し
ま
し
た
。9
月
3
日
が「
ホ
ー
ム
ラ
ン
記
念
日
」

で
あ
る
こ
と
か
ら
、チ
ケ
ッ
ト
は「
ホ
ー
ム
ラ
ン
バ
ー
」

〔
協
同
乳
業
㈱
提
供
〕や
本
学
食
堂
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー

「
と
り
ポ
ン
弁
当
」を
特
典
と
し
、ラ
イ
ト
ホ
ー
ム
ラ
ン

指
定
席
で
試
合
を
観
戦
す
る
と
い
う
豪
華
な
内
容
。

さ
ら
に
オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
選
手
が
ホ
ー
ム

ラ
ン
を
打
っ
た
場
合
は
、

直
筆
サ
イ
ン
ボ
ー
ル
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
特
別

特
典
も
付
け
ま
し
た
。

当
日
は
見
事
ホ
ー
ム

ラ
ン
が
出
て
、大
当

た
り
チ
ケ
ッ
ト
と
な

り
ま
し
た
。

場外ステージから
グラウンドへとPRに
張り切るゆらの助

ステージ企画の
シナリオは
PBL学生が作成

〔写真協力ⓒORIX Buffaloes〕

由良産品が
当たる
抽選会　
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「さやけき」とは

「清けき」と書き、明るい、清 し々い、清く澄んでいる
などの意味を表します。大学歌に「学風さやけき
摂南の」という詞があるとおり、本学の明るく、若さ
あふれる清 し々いイメージを象徴する言葉です。

表紙の人

染川裕介さん（左）、中井優里花さん（右）
剣道部から男女そろって全国大会個人戦出場を果た
した２人です。
中井さんは第51回全日本女子学生剣道選手権大会
（７月22日）、染川さんは第65回全日本学生剣道選手権
大会（７月23日）に出場。
（本誌P.5でも紹介しています）

サポーターズ募金
世のため、人のため、地域のための学園であり続けるために　ー「志」をかたちにー

摂南大学では、学校のさまざまな取り組みを後押しす る「サポーターズ募金」を行っております。

金額の多寡に関わらず、継続的なご支援を賜りますようお願いいたします。

募金の種類 募金の方法 

サポーターズ募金ホームページ

お問い合わせ先

サポートメンバー
制度

税制上の
優遇措置

経済的に困窮する在学生にご支援を

●奨学基金募金
寄付金を基金として、運用果実を奨学金として支給します。

大学が進める教育研究活動にご支援を

●学校支援募金
教育研究活動等に係る経費に充当します。
具体的な使途の指定はできません。

さまざまなプロジェクトの目標達成
のためにご支援を

●プロジェクト支援募金
（1）摂南大学学生支援プロジェクト
　　　Project 1　地域創生支援プロジェクト
　　　Project 2　地域の総合活性化プロジェクト
　　　Project 3　子供たちに美しい淀川を残そうプロジェクト
　　　Project 4　寝屋川市における国際交流推進プロジェクト
　　　Project 5　こども株式会社の設立と経営の学び支援プロジェクト

（2）Smart Campus 整備プロジェクト
　　　Project 1　寝屋川キャンパス拡張・整備プロジェクト
　　　Project 2　学内緑化プロジェクト

（3）災害時医療支援力を高める地域創生プロジェクト
　　　病院・薬局薬剤師研修を通じて自分たちのまちを守るプロジェクト

一括でご支援いただく方法と毎月定額をご支援いただく方法が
あります。常翔学園募金ホームページからお申し込みが可能
です。銀行振込（郵便振替）、クレジットカード、コンビニエンス
ストアでのお手続きが可能です。 詳しくは下記ホームページを
ご覧ください。

一定の条件を満たした方は、サポートメンバーとさせていただきます。
詳しくは下記ホームページをご覧ください。

税額控除または所得控除を受けることができます。詳しくは下記
ホームページをご覧ください。

http://kifu.josho.ac.jp/

学校法人常翔学園 社会連携機構 事業担当
〒535-8585 大阪市旭区大宮5-16-1
TEL.06-6954-4789　FAX.06-6954-4876
E-mail：Jigyo＠josho.ac.jp

学校のさまざまな取り組みにサポートをお願いします！

常翔 寄付詳しくは　

課外活動にご支援を

●課外活動支援募金
特定の団体に支援できます。
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